
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
入
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）

佐
　
藤

こヒ

土

四

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ト
ウ
ラ

　
【
要
約
】
　
グ
プ
タ
時
代
の
印
度
に
於
け
る
族
集
団
の
申
核
を
成
せ
る
も
の
は
「
支
族
」
で
あ
る
．
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
「
氏
族
」
は
そ
の
原
初

的
機
能
を
喪
い
、
僅
か
に
血
族
表
示
と
し
て
の
姓
と
し
て
残
存
し
、
そ
の
族
統
轄
の
機
能
を
支
族
に
奪
わ
れ
て
い
る
．
、
支
族
は
氏
族
の
分
解
過
程
に
現
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
ウ
ン
べ

る
「
小
氏
族
」
で
あ
っ
て
、
現
家
長
を
仁
心
に
し
て
（
上
下
各
）
六
世
代
の
親
族
を
含
む
血
族
集
団
で
あ
る
．
、
支
族
の
内
に
含
ま
れ
た
各
「
家
族
」
の
財
産

は
、
支
族
の
共
同
財
産
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
こ
れ
に
属
す
る
土
地
・
家
屋
な
ど
の
所
有
権
に
転
移
の
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
し
て
無
限
責
任
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
支
族
の
長
が
責
任
者
と
し
て
立
会
し
て
い
る
、
．
そ
し
て
各
家
族
は
大
体
五
家
一
組
と
な
り
、
亀
頭
の
牛
を
出
し
禽
い
、
愛
を
用
い
て

共
同
耕
作
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
農
業
統
制
の
上
か
ら
も
族
的
結
合
が
必
要
で
あ
っ
た
。
政
府
は
こ
の
村
落
共
同
体
の
組
織
を
利
用
し
て
、
そ
の
成
員

　
　
　
　
　
　
　
コ

中
の
有
力
者
を
通
し
て
徴
税
そ
の
他
を
行
っ
た
が
、
そ
の
課
税
の
基
準
は
毎
年
、
の
収
穫
塗
に
置
か
れ
、
土
地
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
一
定
額
の
賦
課
租
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
ほ
ぼ
伺
時
代
の
サ
ー
サ
ー
y
朝
ペ
ル
シ
ア
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
．
、
そ
し
て
、
サ
ー
ナ
ー
ソ
覇
末
期
に
、
土
地
測
量
に
基
き
一

定
額
の
地
租
を
課
す
る
税
制
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
三
朝
に
受
け
継
が
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
侵
入
に
よ
っ
て
印
画
に
移
入
せ
ら
れ
、
ム

ガ
ー
ル
朝
に
於
て
全
般
的
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

（　153　）

内
容
一
　
緒
晶
賃
i
一
、
史
料
一
二
、
グ
プ
タ
朝
の
地
方
抽
祝
治
ω
縞
穆
鼻
妖
吋
長
m
釧
影
閣
p
・

謀
P
）
②
郡
長
　
（
ゑ
い
ゴ
ρ
図
P
℃
ρ
含
）
一
三
、
　
村
落
…
驚
…
成
員
と
そ
の
性
絡
湿
田
持
分

（
げ
｝
函
㈹
p
Y
と
享
受
（
ご
ぎ
σ
q
p
）
一
（
以
上
第
三
＋
四
巻
四
号
）
一
偶
家
長
禽
g
－

艸
§
孟
・
・
）
と
隷
属
民
i
（
以
上
第
三
十
五
巻
二
号
）
一
㈲
氏
族
（
σ
ミ
・
劣
）
と

支
族
（
一
塁
一
p
）
一
結
語
1
（
以
上
本
号
）

グ
プ
タ
朝
（
西
紀
…
四
i
八
世
軸
雑
）
印
既
刮
砿
余
の
一
鷺
・
察
（
下
）
　
（
佐
押
縢
）

③
　
氏
族
（
艦
○
霞
む
と
支
族
（
蒼
ぎ
）

グ
プ
タ
朝
の
文
魯
1
3
に
み
え
る
旋
蘭
係
を
雰
回
す
語
と
し
て
は
σ
q
o
霞
9

（
氏
族
）
と
ぎ
崔
（
支
族
）
が
最
も
普
通
で
あ
る
。
ま
つ
前
者
に

五
三



グ
プ
タ
遡
（
西
紀
四
－
八
世
紀
）
印
廉
社
会
の
一
考
祭
（
下
）
　
（
佐
［
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

つ
い
て
考
察
し
、
し
か
る
の
ち
に
後
者
に
及
び
た
い
と
思
う
。

σ発

B
欝
と
い
う
語
は
、
牛
（
σ
㌃
o
）
を
入
れ
て
お
く
馬
柵
、
を
意
味
し
、

本
来
、
族
集
団
が
共
有
す
る
大
き
な
牛
欄
を
衰
す
語
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
に
は
こ
の
よ
う
な
族
集
岡
そ
の
も
の
を
表
す
に
い
た
っ
た
。

先
づ
法
典
類
…
で
は
、
こ
の
語
は
族
集
既
の
竜
つ
「
族
名
」
を
意
味
し

て
い
る
。
試
斜
（
ヌ
”
ド
劇
じ
Q
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む

　
「
養
子
は
決
し
て
実
父
の
σ
登
。
叶
壽
（
族
名
）
、
遺
産
を
得
べ
き
で

　
な
い
」

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
よ
う
な
族
名
を
も
つ

「
族
集
団
」
も
ま
た
同
様
に
σ
登
馨
養
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
竃
戸

（
鷲
》
麟
朝
）
に
、

「
藍
子
、
田
筆
（
子
な
き
一
婁
が
含
法
的
に
夫
以
外
の
近
親
と
の
間
に
儲
け
た
る
息
子
．
．
）
の
両
人
は

　
父
の
造
産
の
分
配
を
う
け
る
心
し
か
し
残
り
の
汐
入
〔
の
息
子
〕

（娘

ﾈ
ど
の
十
種
の
息
子
。
）
は
、
σ
・
曇
（
旋
簿
）
の
建
の
分

　
配
に
預
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
て
ト
ゥ
ラ

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
族
集
団
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ロ
ト
ウ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ロ
ト
ゥ
ラ

員
が
、
錐
～
鵬
O
叶
轟
「
族
名
を
も
つ
も
の
」
、
　
又
は
σ
豆
9
餐
廿
「
族
集
団

に
生
れ
た
も
の
」
、
ぞ
あ
っ
て
、
自
己
の
個
人
名
を
名
乗
る
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ト
ウ
ラ

は
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
「
族
名
」
を
併
せ
称
す
る
。
グ
プ
タ
お
よ
び

以
後
の
丈
書
に
は
、
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
「
そ
れ
ら
の
〔
土
地
の
〕
各
受
領
者
の
族
名
（
σ
q
9
養
）
、
・
：
…
禰

人
名
（
・
三
業
は
〔
盗
〕
記
さ
れ
・
・
」
（
婁
難
．
・
．
）

の
よ
う
に
前
書
き
を
し
て
・
重
量
償
た
る
難
門
そ
の
他
の
響
．

を
例
外
な
く
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
「
詞
貯
Φ
団
ρ
σ
q
O
酔
舜
に
属
す
る
…
…
○
℃
箇
誤
爆
抑
唄
9
の
子
O
Q
帥
瑳
≦
こ
9
」

（
輩
　
）

の
ご
と
き
で
あ
る
。
婆
羅
門
は
有
名
な
聖
仙
．
（
μ
，
凶
ω
ぼ
）
に
家
系
の
萬

自
を
帰
す
る
慣
習
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
婆
羅
門
の
怪
聞
」
（
〈
菰
黛
｝
お

σq

n
叶
餐
）
と
称
す
る
。
例
え
ば
、

　
「
聖
仙
（
一
．
竈
瓢
）
の
第
輔
位
に
在
る
竃
魯
累
ジ
、
ρ
の
σ
q
o
㌶
麟
に
生
れ

た
山
送
の
子
」
（
｝
U
●
臼
洞
む
娼
餌
・
℃
り
◎
ご
一
”
ピ
ト
り
。
）

と
あ
る
竃
箇
同
語
く
養
σ
q
9
餐
の
ご
と
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
刹
帝
利
以
下
の
種
姓
は
同
一
血
族
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
共

通
の
称
呼
と
し
て
、
「
世
俗
の
族
名
（
芽
愛
ぎ
u
q
8
．
ρ
）
」
を
も
つ
。

例
え
ば
、

　
「
優
越
し
た
弓
号
・
薯
と
い
う
大
支
族
〔
に
属
し
〕
（
中
略
）

（　15rk1　）



。
・
馨
…
ぎ
〔
に
學
る
〕
の
Z
藁
華
箋
二
（
葦
創
頴
食
し
　
　
蛋
走
る
幕
Ω
・
暮
・
σ
・
唇
の
多
し
て
、
言
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ロ
ト
ウ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
　
　
　
り

と
あ
る
O
完
く
葦
σ
脅
。
貯
’
は
非
婆
羅
の
族
名
で
あ
っ
て
、
首
陀
羅
の
　
　
　
　
〔
と
い
う
〕
罪
名
を
も
つ
〔
・
。
【
’
σ
q
9
養
）
一
（
中
略
）
一
＜
油
奉
遷
霞

　
「
世
俗
の
駅
名
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
吉
鮮
な
る
大
王
回
汐
q
曾
蕊
。
峯
の
第
一
王
妃
た
る
」
（
中
略
）

そ
し
て
、
三
農
の
表
示
で
あ
る
こ
れ
ら
の
震
名
L
竃
つ
族
　
も
暮
固
雪
曇
・
量
（
㍗
ζ
ゴ
ρ
）

集
団
の
成
員
（
σ
青
。
霞
【
p
冒
又
は
。
。
〔
薩
。
け
峯
）
は
、
狽
互
に
婚
…
算
す
る
　
　
　
と
あ
る
よ
う
に
、
グ
プ
タ
皇
帝
Ω
μ
p
嵩
砕
鐸
σ
q
三
）
叶
9
園
　
の
娘
ぞ
あ
っ

こ
と
を
避
け
る
。
＜
9
1
搬
・
（
炉
切
Q
◎
」
）
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
＜
巳
臥
窟
ζ
王
朝
の
回
穿
鳥
霧
曾
齢
同
　
の
妃
と
な
っ
た
男
H
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
コ
ト
ラ

　
　
「
病
気
で
な
く
、
兄
弟
が
あ
り
、
同
じ
詩
仙
の
後
面
で
な
く
、
　
　
　
ぴ
図
笥
≦
臨
農
〆
も
昌
は
、
　
婚
家
た
る
く
寒
劉
窟
ξ
家
の
族
名
た
る

　
　
　
　
　
り
　
　
　

　
σ
ミ
9
B
サ
（
族
集
団
に
生
れ
た
も
の
）
．
ぞ
な
く
、
母
方
に
つ
い
て
　
　
く
凶
切
言
葺
、
慧
＆
冨
を
称
さ
ず
に
、
生
家
で
あ
る
9
も
出
家
の
族
名

　
五
世
代
以
上
、
父
方
に
つ
い
て
七
世
代
以
上
距
っ
て
い
る
女
は
、
　
　
　
た
る
O
葛
葬
属
を
称
し
て
い
る
。
叉
9
も
露
家
と
通
婚
せ
る
判
断
．

　
　
〔
結
婚
に
適
す
る
〕
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
q
ρ
家
に
も
、
生
家
た
る
9
も
窪
家
の
族
名
を
名
乗
っ
て
い
る
U
剛
￥

と
あ
り
、
排
撃
（
囲
”
切
）
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
1
轟
完
皇
后
（
鼠
接
＆
o
≦
）
が
あ
り
、
類
例
が
他
に
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
　
「
父
方
の
。
。
p
σ
q
9
養
（
家
族
名
を
も
つ
竜
の
）
に
属
さ
な
い
〔
少
　
　
　
　
か
か
る
擬
制
家
族
集
　
団
こ
そ
「
氏
族
」
（
磯
○
葺
。
。
。
）
に
外
な
ら
な

　
女
〕
は
、
婚
姻
及
び
夫
婦
で
行
う
祭
祀
の
た
め
に
再
生
族
に
推
薦
　
　
　
い
。
従
っ
て
、
．
そ
の
成
員
が
共
有
せ
る
族
名
た
る
σ
q
9
類
は
「
姓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
さ
ト
ゥ
ラ

　
せ
ら
れ
る
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
母
窪
）
に
相
等
し
、
氏
族
の
構
成
員
た
る
塁
σ
q
9
箒
叉
は
σ
q
O
－

と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
罠
ド
甘
は
h
氏
族
員
」
（
駁
窪
議
凶
。
・
）
に
相
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
さ
ト
ウ
ラ

さ
ら
に
、
女
子
は
結
婚
後
も
夫
の
「
族
名
」
を
名
乗
ら
ず
、
自
己
の
　
　
　
　
し
か
る
に
、
か
か
る
「
氏
族
」
と
し
て
の
σ
q
9
養
は
、
漸
次
そ

出
身
家
族
の
「
風
景
」
を
称
す
る
償
習
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
　
　
　
の
族
集
団
を
統
轄
す
る
機
能
を
失
う
に
至
り
、
　
「
ご
つ
剛
覧
饗
渋
く
抑
営
σ
q
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　

う
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
（
氏
族
）
か
ら
分
岐
し
た
ぎ
導
葺
叫
葬
・
二
・
・
魯
（
支
族
）
」

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
繭
脚
（
西
紀
四
－
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

（　155　）



　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
－
八
世
．
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
祭
（
下
）
　
（
佐
藤
）

（
｝
い
・
一
↓
】
目
．
勺
●
｝
U
刈
噂
一
・
一
．
）
奮
・
あ
・
、
題
が
ら
雰
岐
・
た
し
・
り
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ラ

さ
い
血
族
集
団
た
る
「
支
族
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
族
統
轄
の
機
能
を

奪
わ
れ
る
に
至
る
。
即
ち
、
初
期
の
グ
プ
タ
丈
書
（
四
世
紀
中
葉
）
に
、

　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
「
我
肉
の
支
族
（
血
忌
F
）
の
σ
q
9
峯
に
、
よ
り
幸
い
が
多
く
、
輝

か
し
さ
を
増
す
た
め
に
〔
・
の
望
譲
与
す
る
〕
」
（
四
郎
践
鱒
）

と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
支
族
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
ξ
貯
と
複

合
し
て
、
殆
ん
ど
虚
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
遂
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
「
ζ
ご
圏
類
犀
自
く
箇
甘
氏
族
（
自
。
品
○
窪
O
〔
に
属
す
る
〕
の
弓
弩
営
≦
F
家

　
（
匿
・
・
）
」
（
驚
臨
錠
p
）

の
よ
う
に
、
　
「
氏
族
」
の
意
味
の
σ
q
9
諺
が
本
来
な
ら
ば
用
い
ら
る

べ
き
と
こ
ろ
を
、

享
詫
妻
霧
（
ζ
鳶
F
）
の
子
孫
」
（
罫
車
α
．
・
鉛
）

の
よ
う
に
、
「
支
族
」
の
意
味
の
智
婁
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
氏
族
成
員
の
間
の
結
合
の
紐
帯
で
あ
っ
た
氏
族
神
の
祭

祀
に
於
け
る
供
犠
の
意
義
が
忘
れ
ら
れ
、
族
的
結
合
の
単
位
が
〉
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
ラ

次
よ
り
小
さ
い
血
縁
集
団
で
あ
る
「
亥
族
」
に
移
っ
て
行
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
ぞ
あ
ろ
う
．
こ
の
事
実
を
よ
り
明
か
な
ら
し
め
る
た
め
、

五
六

さ
ら
に
実
例
に
つ
い
て
研
乱
し
た
い
。

チ
ャ
ル
ク
や
朝
の
文
書
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
の

　
「
〔
始
祖
℃
巳
門
馬
認
窪
h
の
曾
祖
樟
は
〕
切
替
ζ
＜
窪
氏
族
（
。
。
酔
函
。
－

ぎ
）
と
穿
三
の
子
↑
頸
嵩
・
鼻
険
σ
・
§
魍
智
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
リ
　
　
コ

　
の
、
二
つ
の
側
（
負
く
掌
》
臼
㏄
開
多
）
の
氏
族
（
σ
q
O
窪
9
）
の
子
孫
た
る

　
に
相
応
し
い
儀
礼
を
全
う
さ
せ
て
、
彼
（
そ
の
子
）
を
養
育
し

左
（
麗
㌦
）

と
記
し
た
竜
の
が
数
通
あ
る
。
こ
こ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り

　
　
　
「
二
つ
側
の
、
氏
族
（
㏄
○
霞
蝕
F
）
」

と
あ
る
の
は
、
グ
プ
タ
丈
書
に
、

　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
む

　
「
〔
ρ
ξ
楚
象
（
冨
迂
）
の
娘
で
あ
り
〕
窯
蝕
帳
9
家
（
財
爵
F
）
出
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
り

　
一
（
中
略
）
一
〔
母
后
〕
よ
り
生
れ
、
両
方
の
（
鐸
σ
圏
善
管
）

案
（
同
・
ξ
の
藷
た
る
璋
・
喜
葺
甚
蕊
」
（
窩
窪
郵
占
．
Y

と
あ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ゆ

　
　
　
「
両
方
の
、
家
系
（
す
一
一
F
）
」

と
記
さ
れ
る
の
と
殆
ん
ど
同
じ
意
味
ぞ
あ
る
。
ま
た
O
ε
）
夢
時
代

の
譲
与
交
書
に
例
外
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
ゆ
　
　
り

　
「
我
々
の
家
系
（
＜
p
議
論
）
に
生
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
王
た
ち
、
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か
れ
ら
に
よ
っ
て
こ
の
譲
・
与
は
侵
害
せ
ら
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」

（ρ

g
・
同
．
》
目
℃
．
　
μ
ゆ
日
堵
一
｝
●
　
日
o
Q
l
H
ψ
．
）

と
匝
う
一
句
が
、
後
代
の
受
書
ぞ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
ゆ
　
　
　
ひ

　
「
〔
私
自
身
の
〕
家
系
に
生
れ
た
も
の
（
σ
身
。
霞
＆
亀
、
或
い
は
い
つ

　
れ
か
他
の
〔
家
系
の
〕
も
の
で
あ
っ
て
も
、
　
〔
こ
の
譲
与
せ
ら
れ

た
財
産
に
対
し
〕
恣
意
三
三
な
す
べ
か
ら
ず
．
」
（
卵
黄
評
）

と
な
っ
て
い
て
、
本
来
「
氏
族
に
生
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
頓
。
甘
羅
冒
が
、
　
「
家
系
（
≦
二
｛
詠
己
に
生
れ
た
も
の
」
と
い
う

意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
σ
豆
。
け
餐
の
意
味
す
る
内
容
の
変

遷
は
、
法
典
類
に
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
、
く
箇
該
・
（
目
ン
繍
し
に
、

　
「
〔
若
し
な
に
び
と
か
が
息
子
を
も
た
ず
に
死
ん
だ
と
き
は
〕
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
娘
、
両
親
、
及
び
兄
弟
た
ち
、
そ
の
息
子
、
σ
Q
o
貯
昏
F
（
家
系
に
生

　
れ
た
も
の
馬
男
系
親
族
）
、
親
族
（
一
）
己
μ
島
皆
）
が
〔
順
位
に
従
つ

　
て
相
続
す
べ
し
〕
」

と
あ
っ
て
、
本
来
「
氏
族
に
生
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た

σ守

B
件
養
サ
が
、
「
家
系
に
生
れ
た
も
の
」
、
即
ち
「
男
系
親
族
」
を
表

し
て
順
・
．
（
聴
甘
ξ
三
．
p
O
4
¢
。
。
メ
参
照
。
）

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
ー
ー
八
微
紀
）
印
度
社
会
の
｛
考
｛
祭
（
下
）
　
（
佐
藤
）

　
次
に
、
ζ
ぽ
と
い
う
語
は
、
本
来
「
家
畜
の
群
」
を
意
味
し
、

転
じ
て
、
集
闘
せ
る
も
の
一
般
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
　
「
ぎ
ぎ

（
家
系
）
の
子
孫
（
ぎ
邑
に
生
れ
た
」
（
聾
融
）
の
よ
う
に
、

困
（
養
ヨ
簿
「
行
く
こ
と
。
進
路
。
子
孫
」
と
複
合
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
例
か
ら
。
も
知
れ
る
よ
う
に
、
上
下
に
連
続
し
た
ご
運
の
血
族
、
即

ち
「
家
系
」
を
意
味
す
る
。
　
叉
「
再
生
族
の
、
高
い
　
（
胃
箇
旨
砕
6

套
（
家
柄
）
」
（
罪
詐
）
と
で
・
三
三
示
す
よ
う
に
、
コ
嘗

な
家
柄
」
を
意
味
す
る
。
グ
プ
タ
時
代
の
諸
王
朝
は
、
ぎ
蝕
診
（
家

系
）
、
巳
μ
≦
噸
評
（
家
系
）
と
と
。
も
に
写
忌
ド
を
用
い
て
自
己
の
家
系

を
衰
し
て
い
る
。
O
ξ
3
1
ζ
忌
♂
Ω
μ
門
魯
蔚
皆
ム
窪
迂
な
ど
が
そ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
て
、
所
謂
「
氏
」
（
8
噌
δ
彦
窪
）
に
相
等
し
、
　
「
某
家
」
と

い
う
と
同
じ
で
あ
る
。
か
か
る
族
名
と
し
て
の
ぎ
犀
が
生
れ
る
の

は
、
例
え
ば
そ
の
家
系
の
始
祖
が
何
か
の
官
職
に
つ
き
、
そ
の
家
系

の
も
の
が
こ
れ
を
世
襲
し
た
場
合
な
ど
に
、
子
孫
が
そ
の
官
職
名
を

以
て
自
己
の
族
名
と
し
て
の
オ
缶
9
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

グ
プ
ク
時
代
の
一
、
饗
鼠
笥
養
王
朝
に
あ
っ
て
は
、

　
「
汚
替
崇
r
繋
属
負
癖
の
兄
弟
が
、
門
門
（
蔑
耳
翼
影
）
の
義
務
を
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
り

　
し
た
た
め
に
、
こ
の
光
輝
あ
る
家
系
（
＜
9
節
璽
）
は
、
引
目
碁
団
げ
鐸
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

（ユ57）



　
　
　
　
　
グ
プ
ダ
　
朝
（
西
紀
四
i
八
世
紀
）
印
匿
社
会
の
一
考
｛
聚
（
下
）

と
し
て
零
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
L
（
＝
，
目
4
亡
国
．
℃
●
①
伊
＝
。
凶
一
o
O
嘔
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
婆
羅
門
の
家
系
に
学
生
（
王
の
顧
問
官
）
の

官
職
に
就
く
も
の
が
現
わ
れ
、
爾
後
そ
の
一
族
が
こ
の
職
名
を
以
て

自
己
の
家
系
を
表
す
族
名
（
剛
ハ
缶
p
）
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

≦
言
診
が
ぎ
峯
と
相
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
Ω
旨
罫
ξ
斧

巨
・
八
劉
仰
評
）
が
Ω
巳
一
ξ
巽
三
八
即
脚
許

砦
負
〒
歪
煮
愛
馬
静
ψ
）
が
く
巴
・
ぎ
罫
八
｝
漂

れ
て
い
る
例
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
、
ズ
黎
9
養
異
訓
讐
王
朝
に

あ
っ
て
は
、

　
「
か
の
家
系
（
照
隠
包
る
α
家
）
に
一
（
中
略
）
一
因
寒
害
餐
客
饗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
い
う
息
子
が
生
れ
、
〔
彼
に
よ
っ
て
〕
ヵ
駒
ω
貰
影
葱
欝
家
（
≦
喜
略
【
一
）

が
有
名
に
窺
た
」
（
国
・
剛
こ
く
●
勺
6
日
Φ
Q
O
噂
一
一
●
一
H
I
H
卜
9
．
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
刹
帝
利
の
家
系
に
園
詩
華
餐
吋
甚
ρ
と
い
う
人
物

が
現
わ
れ
、
武
力
に
よ
っ
て
勢
力
を
拡
げ
、
彼
に
よ
っ
て
こ
の
家
系

は
忙
忙
易
蒙
（
ざ
一
菜
輩
き
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ズ
留
嘗
寒
旨
勾
餐
と
は
、
　
コ
郡
（
夢
。
。
7
質
ド
）
の
長
（
げ
瑚
實
）
」
と
い
う

、
意
味
で
グ
プ
タ
以
後
の
文
書
に
頻
幸
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
右

）
と
も
書
か
れ
、

）
と
も
記
さ

（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

の
記
載
は
、
こ
の
家
系
に
郡
長
の
職
に
就
く
も
の
が
現
わ
れ
、
爾
後
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
う

の
一
族
が
こ
の
職
名
を
以
て
そ
の
族
名
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
ら
ば
、
ざ
ζ
の
包
含
す
る
族
範
囲
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

法
典
類
に
は
、
讐
敵
島
管
「
搾
缶
鎚
に
属
す
る
も
の
」
と
い
う
語
が
見

え
る
。
例
え
ば
竃
岸
（
陵
噂
H
G
◎
刈
）
に
、

　
「
〔
故
入
の
〕
。
・
弓
ξ
α
簿
〔
親
族
〕
に
最
も
近
い
も
の
に
、
常
に
彼

　
の
財
産
は
帰
属
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
い
ぞ
の
穿
が
鄭
鎧
〔
親

　
族
〕
が
〔
相
続
者
〕
た
る
べ
き
で
あ
る
」
　
、
，

と
あ
る
。
。
。
門
毫
甘
曾
と
は
、
「
祭
菓
（
一
）
両
監
p
）
を
も
つ
も
の
」
と
い

う
意
味
で
、
現
存
の
家
長
を
中
心
と
し
て
上
下
各
三
世
代
、
即
ち
父
、

祖
父
、
曾
祖
父
の
直
系
尊
属
三
代
と
、
子
、
孫
、
曾
孫
の
直
属
卑
属

三
代
を
含
む
、
七
世
代
の
男
系
親
族
を
意
味
し
、
現
家
長
は
曾
祖
父

に
至
る
上
三
世
代
に
対
し
、
祖
祭
の
と
き
、
米
飯
を
球
状
に
し
た
祭

菓
を
供
え
、
故
人
と
な
れ
ば
、
曾
孫
に
至
る
下
三
世
代
よ
り
祭
屋
を

供
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
祖
祭
に
写
る
祭
菓
（
℃
言
曾
）
に
よ

っ
て
結
ば
れ
た
血
族
を
・
・
駐
言
曾
親
族
と
い
う
（
鑑
P
＜
℃
の
9
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
、
更
に
遡
る
三
世
代
、
即
ち
曾
祖
父
の
曾
祖
父
を
上
限
．

と
し
、
曾
孫
の
曾
孫
を
下
限
と
す
る
上
下
各
六
世
代
を
含
む
男
系
親
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族
を
、
。
・
§
臨
き
α
算
p
親
族
と
称
し
、
家
長
は
祖
祭
の
と
き
、
上
六
　
　
　
小
家
族
を
、
　
「
狭
血
族
」
即
ち
「
家
族
」
（
州
巳
嵐
ぐ
）
と
呼
ぶ
に
対

世
代
に
対
し
泉
（
垂
ε
養
え
る
故
に
、
「
・
・
§
ぎ
婁
・
　
し
、
富
農
」
（
益
。
・
琶
邑
）
と
轟
ば
れ
る
．
（
留
炉
．
毒
口

（
水
を
も
つ
も
の
）
」
の
名
が
あ
．
勾
、
そ
し
て
、
猟
．
巳
q
犀
，
の
畢
　
窮
跨
9
邉
需
駿
羅
ロ
麟
照
・
）
。

崔
鼓
庇
掛
凶
縞
に
よ
れ
ば
、
右
の
竃
【
白
¢
法
典
の
本
文
に
対
す
る
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
族
は
そ
の
族
的
結
合
の
紐
帯
と
し
て
支
族
神
（
搾
乱
〒
山
。
≦
O
を

釈
の
と
こ
ろ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
土
地
譲
与
文
書
の
冒
頭
に
、
例
え
ば
、

　
「
〔
息
子
が
存
し
な
い
と
き
に
は
、
故
人
の
妻
、
娘
、
両
親
、
兄
弟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
吉
鮮
な
る
羅
属
隊
三
家
（
≦
き
珍
）
に
繁
栄
を
さ
づ
け
し
め
ら

　
兄
弟
の
子
な
ど
が
順
次
に
相
続
し
〕
そ
れ
が
存
し
な
い
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
支
族
神
（
互
ぎ
ム
。
拳
）
と
し
て
の
神
性
が
常
に
之
諺
曙
守

　
他
の
近
い
。
。
詣
）
営
α
が
死
者
の
財
産
を
正
に
得
べ
者
で
あ
る
。
即

ち
・
呆
葬
る
こ
と
が
議
記
せ
ら
れ
る
父
方
の
墾
の
系
統
　
・
編
の
享
受
す
る
き
ろ
で
疑
か
し
」
（
輩
舞
図
謬

に
於
て
、
次
い
で
は
父
方
の
曾
墾
の
系
統
が
、
と
い
う
よ
う
に
　
の
よ
う
に
記
し
、
そ
の
譲
与
が
支
族
神
の
郵
貯
る
形
式
を
ξ

　
押
し
進
め
ら
れ
・
距
℃
♂
創
の
系
統
が
存
し
な
い
と
き
に
は
、
ω
9
ギ
　
　
　
て
い
る
丈
書
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
ま
た
グ
プ
タ
時
代
（
七
世
紀

凱
。
舞
景
i
（
中
略
）
1
得
べ
き
で
あ
る
。
」
（
泌
急
難
P
　
初
）
の
琶
く
二
尊
て
、
＋
算
入
の
u
・
．
臼
、
饗
．
宗
派
の
難
門
の

弩
纂
藁
喚
、
創
．
．
⇔
P
頻
p
．
。
．
p
一
騨
μ
・
。
刈
↑
）
　
　
　
共
同
体
（
・
q
。
切
剛
、
覧
、
鵠
．
．
．
）
に
、
つ
て
、
か
れ
ら
の
護
神
で
あ
る
H
）
．
牛

と
あ
っ
て
・
委
の
鐸
量
を
甕
昌
冒
。
婁
’
即
ち
現
家
髪
　
臼
、
留
⇒
・
・
け
翻
に
護
の
寄
進
が
な
さ
れ
た
・
と
を
記
し
た
文
書
が
存

忠
に
し
玉
下
部
六
世
代
各
窺
族
・
と
解
し
て
い
る
・
こ
の
　
し
て
い
・
（
葦
ひ
奪
芒
て
、
そ
の
誓
倉
皇
も
∪
葦

族
範
囲
は
、
既
に
膨
制
憲
ら
。
毛
①
＝
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
　
露
別
宗
派
の
婆
羅
門
と
し
て
存
続
し
、
こ
の
支
族
神
（
阿
戸
瀞
中
山
。
＜
団
）

氏
族
の
分
解
過
程
に
見
ら
れ
る
「
支
族
」
（
診
窪
○
目
9
菖
と
呼
ば
　
　
を
祀
っ
た
寺
院
を
中
心
と
し
、
高
女
の
支
族
（
旨
旨
巨
冒
）
の
翻

れ
6
も
の
で
あ
っ
て
、
曾
祖
父
に
至
る
三
世
代
の
男
系
親
族
を
含
む
　
　
　
称
に
従
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
約
十
個
の
村
落
に
居
住
し
て
い
る

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
－
八
世
．
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

（　159　）



グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
i
八
世
紀
）
印
慶
社
会
の
一
考
察
（
下
）

（
三
宅
Y
即
ち
、
同
輩
落
の
一
例
と
い
え
よ
『

竃
嵩
聴
μ
旨
9
旦
（
調
噂
O
ド
）
に
、

　
「
一
人
の
村
の
長
が
、
蒜
僕
（
喜
暑
皆
）
、
親
族
（
冒
三
〇
｝
嶺
諺
貯
O

　
と
共
に
い
る
〔
村
〕
が
i
（
中
略
）
－
犀
μ
転
ζ
と
い
う
べ
き

　
で
あ
る
。
」

　
「
騨
意
艶
ρ
と
は
、
一
入
の
家
長
（
閃
耳
二
言
σ
汐
）
を
俘
え
る
も
の
な

る
べ
し
」
（
㍗
酵
嶺
駈
引
）

と
あ
り
、
同
族
村
落
の
最
も
単
純
な
定
型
と
し
て
、
蒙
長
を
用
心
と

し
た
同
一
血
族
と
し
て
の
親
族
、
及
び
こ
れ
に
附
属
せ
る
擬
制
家
族

員
と
し
て
の
蒜
僕
が
居
住
せ
る
ζ
丘
冨
と
呼
ば
れ
る
小
村
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
村
は
、
世
代
を
経
る
と
共
に
、
世
代
ご
と
に

い
く
つ
か
の
「
家
族
」
が
分
岐
し
、
夫
々
の
家
族
を
中
心
と
し
て
土

地
を
占
有
し
て
行
く
。
例
え
ば
、
竃
ひ
F
皆
薯
歪
（
ヌ
し
｝
・
。
。
山
①
幽
）
は
、

村
を
そ
の
周
囲
の
長
さ
に
よ
っ
て
五
種
に
分
類
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
村
は
、
通
常
さ
ら
に
、

　
「
同
一
血
族
が
居
住
せ
る
地
区
」
，
（
犀
唇
＝
彰
ぎ
一
ぴ
葛
胃
戸
凶
）

に
分
れ
、
そ
の
大
い
さ
は
、
村
全
体
の
二
十
分
の
一
に
当
る
、
と
記

し
〆
し
い
る
（
切
」
w
」
）
ド
ξ
、
旨
’
。
き
二
》
互
阿
＝
【
＝
鵬
ぎ
≧
三
毛
二
一
ご
象
p
冨
瀬
。
O
巳
。
毎
p
噂
一
）
℃
・
ぎ
O
高
’
取
引
こ
）
即
ち
、
一

（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
つ
の
同
族
村
落
は
さ
ら
に
そ
の
内
部
に
、
「
同
一
血
族
」
（
犀
＝
讐
諺
9
）
、

　
　
即
ち
「
家
族
」
に
よ
っ
て
居
住
せ
ら
れ
た
約
二
十
の
小
さ
な
地
区
を

　
　
含
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
間
の
事
情
は
、
望
蚤
9
で
℃
o
毛
。
に
の
綿
密
な
現
地
調
査
に
基

　
　
く
現
代
北
印
度
の
同
族
村
落
の
実
例
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
理
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
初
家
族
の
分
属
　
　
　
　
　
現
存
の
集
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
ー
ー
ー

視………・ …曾祖始

　　I

Patti　A　Pattl　B
（i’）　（zi一）

　l　　　　l
NT　C．’sth’hok（a）T｝tew／〈（b）lhok　c）tct　C

　　　　　（各善・÷）

　　　。。，藩IT。旺ま。．，…．．…………．

鑑（（111”ff　t7一×一3＋一×一tt）

ll；族／去

　　　　　　a，＆C．現存の父と子

　　　　　　s

Patt玉CPatt1　D…祖
（t）　（t）

　1　　1
　　　J一＆C．∵…父

　　　　　　　…・…子

臨
ω
⊥
・

　
　
広
血
族
（
℃
O
」
て
口
一
》
【
　
レ
O
で
嘱
〉
〆
）
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易
い
。
族
集
団
と
そ
の
占
有
地
と
の
関
係
を
図
式
で
示
す
と
右
の
よ

》
つ
に
ψ
な
る
。

即
ち
、
始
祖
よ
り
三
世
代
に
わ
た
っ
て
、
℃
暮
暮
↓
酬
さ
F
日
、
釦
一
9
1
な

ど
の
血
族
集
団
を
大
な
る
も
の
よ
り
漸
次
小
な
る
も
の
へ
と
分
岐
す

る
が
、
四
世
代
鼠
の
．
｛
、
上
高
以
後
は
そ
の
分
裂
を
中
止
し
、
夫
々

　
「
狭
血
族
」
（
Ω
O
ω
0
ζ
荒
野
①
α
）
即
ち
「
家
族
」
と
し
て
存
続
し
、

不
分
割
の
占
有
地
の
内
に
各
成
員
が
持
分
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
も
し

そ
れ
ら
の
内
の
一
つ
が
等
し
い
土
地
に
移
り
、
こ
れ
を
開
拓
し
て
占

有
し
た
と
き
に
の
み
、
別
に
薪
た
な
血
縁
集
団
の
始
祖
と
な
り
、
そ

の
子
た
ち
が
叉
団
津
島
血
族
集
団
を
分
岐
す
る
妙
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
大
小
の
各
血
族
集
団
は
、
お
互
に
同
一
血
族
と
し
て
の
共
同
体

の
意
識
に
よ
つ
繕
合
さ
れ
て
い
る
（
許
径
．
輪
p
霧
騎
。
ξ

ぞ
【
p
図
菩
白
露
の
記
載
に
み
え
る
約
二
十
の
「
同
一
血
族
の
居
住
せ
る

地
区
」
（
ζ
誉
昌
三
）
〔
了
乞
旨
彰
凶
）
は
、
右
の
表
に
み
え
る
日
、
創
四
以
下

の
「
狭
血
族
」
即
ち
「
家
族
」
　
の
占
有
地
に
相
当
し
、
　
こ
れ
ら
の

　
「
家
族
」
が
属
す
る
「
家
族
共
同
体
」
、
即
ち
、
約
六
世
代
の
親
族

r
を
含
む
「
支
族
」
（
ざ
ぎ
）
は
、
右
の
表
の
「
広
血
族
」
（
ノ
薮
峯
2

ζ
巳
旨
創
）
に
該
当
す
る
。

　
　
　
　
　
グ
プ
潔
蒲
脚
（
西
紀
四
－
八
世
紀
）
印
鹿
社
会
の
一
考
察
（
下
）

　
　
　
グ
プ
タ
時
代
に
於
て
、
族
的
結
合
の
主
体
を
成
す
も
の
と
し
て
丈

　
　
書
に
見
え
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
支
族
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
血
族
．
集

　
　
団
に
属
す
る
各
家
族
の
成
員
の
土
地
が
譲
与
、
売
買
、
抵
当
な
ど
さ

　
　
れ
る
場
合
に
は
、
村
老
、
村
長
な
ど
の
村
の
官
吏
と
共
に
、
　
「
支
族

　
　
の
長
」
が
立
会
し
、
そ
の
所
有
権
の
転
移
に
関
す
る
責
任
者
と
な
つ

　
　
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
グ
プ
タ
文
書
が
い
く
つ
か
存
し
て
い
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
　
六
世
紀
・
三
態
殖
よ
り
七
世
紀
に
か
け
て
、
　
℃
舘
こ
3
，
ぴ
東
田
帥

　
　
に
君
臨
し
た
く
誠
皆
暑
鴛
遷
毒
が
、
寺
院
の
要
求
に
応
じ
、
こ
れ

　
　
ま
で
そ
の
寺
院
の
所
有
に
帰
し
て
い
た
数
ケ
所
の
土
地
を
、
侵
害
の

　
　
危
険
よ
り
守
る
た
め
に
再
確
認
し
た
丈
翌
日
に
、
命
令
を
受
け
る
関
係

　
　
者
を
次
の
よ
う
に
到
挙
し
て
い
る
。

　
　
　
「
享
受
地
徴
税
官
（
ぴ
｝
6
σ
q
印
ζ
）
、
持
分
地
徴
税
官
（
σ
葛
σ
q
凶
ζ
）
、

　
　
　
凪
ぎ
譲
恥
み
尊
墨
官
～
釦
像
脚
脳
裏
（
奪
8
剛
・
蟹
・
〒

　
　
　
箋
量
ε
、
き
の
、
家
長
た
ち
（
耳
毒
σ
凶
・
琶
」
（
即
身
鎖
）

　
　
即
ち
、
各
種
の
徴
税
宮
の
外
に
、

　
　
　
「
支
族
の
成
員
の
長
」
（
】
臼
迂
9
解
欝
〔
テ
唱
脱
銭
剛
旨
昌
負
）

　
　
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
次
に
、
七
世
紀
末
に
、
西
Ω
三
築
署
朝
の
℃
鼻
ニ
ハ
縁
写
目
の
弟

（
佐
【
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
場
一
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グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）

訂
↑
己
象
箋
早
戸
蟄
が
、
¢
＜
監
並
等
σ
q
自
筆
団
（
十
二
村
落
集
団
）
と
い

う
村
落
集
団
に
属
す
る
土
地
を
婆
羅
門
に
譲
与
し
た
丈
書
に
、
・
そ
の

譲
与
に
関
す
る
命
令
を
受
け
た
関
係
者
を
次
の
よ
う
に
列
記
し
て
い

る
。

　
「
群
長
（
＜
凶
。
。
剛
戸
璽
竜
蝕
）
、
鼠
勘
・
・
9
霞
漸
、
村
長
（
σ
q
同
診
回
巳
急
讐
）
、

　
ゴ
　
　
の
　
　
り
　
　
　
　
　
き

　
支
族
の
長
老
（
冒
降
口
↓
昌
跨
同
署
鐸
巴
陣
鮮
）
、
　
〔
な
ど
の
〕
官
萸
た
ち
（
巨

象
鱈
昔
邑
」
（
国
璽
H
こ
　
目
黒
■
℃
・
同
0
9
一
矯
一
c
Q
。
）

そ
し
て
、
そ
の
譲
与
さ
れ
た
土
地
の
面
積
を
実
地
に
測
定
し
、
譲
与

に
関
す
る
直
接
責
任
者
と
な
っ
た
の
は
、
土
地
文
書
を
掌
る
中
央
の

官
吏
た
る
℃
養
艶
旨
餐
の
外
に
、
次
の
も
の
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
「
十
二
〔
村
落
集
団
〕
の
、
享
受
地
徴
税
官
た
ち
（
σ
炉
。
σ
q
要
覧
）
、

　
の
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
　

　
数
人
の
支
族
の
長
た
ち
（
⇔
o
犀
〒
自
認
ρ
該
）
讐
鳥
7
9
1
同
旨
。
。
）
、
］
≦
田
無
達
ぎ
窟

村
長
（
σ
・
・
蟹
云
ε
」
（
箏
錠
。
℃
●
一
〇
即
＝
噛
N
Q
o
I
心
5
）

、
即
ち
、
郡
長
、
村
長
、
徴
税
官
な
ど
の
他
に
、

　
　
　
「
支
族
の
長
老
」
（
豪
勇
〒
巨
魯
闇
屋
疑
O

　
　
　
「
数
入
の
支
族
の
長
た
ち
」
（
同
δ
ぎ
山
賎
鑑
〒
℃
餐
山
嵐
骸
⇔
翻
）

が
立
会
し
て
い
る
。

叉
、
五
世
紀
末
、
翻
a
象
姦
ε
窪
の
始
世
に
、
訂
窪
σ
q
鉢
の
㌘
5
阜

（
佐
蔽
鱒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
出
潮

　
　
冨
く
鍵
臼
冒
舘
崔
州
を
治
め
て
い
た
㍗
乱
闘
鐸
＆
9
一
W
民
島
嘗
ば
昏
㌶
鐸
が
、

　
　
来
耕
地
を
購
入
し
た
と
い
う
婆
羅
門
の
申
請
を
認
可
し
た
交
書
に
、

　
　
そ
の
申
請
を
受
け
た
村
の
集
会
の
官
吏
そ
の
他
を
次
の
よ
う
に
列
記

　
　
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
り

　
　
　
「
村
老
（
最
“
ぎ
鐸
母
も
を
始
め
と
す
る
、
八
入
の
支
族
〔
の
長
た

　
　
　
ゆ

　
　
　
ち
〕
（
精
嘗
〒
貯
忌
O
、
官
吏
〔
と
し
て
〕
の
村
長
（
σ
q
鼠
旨
郎
や
）
〔
な

　
　
　
ど
の
〕
、
餐
た
ち
（
ξ
琶
・
霧
）
」
（
国
・
H
こ
メ
網
。
7
一
〇
〇
〇
㌔
図
’
卜
o
I
o
o
・
）

　
　
即
ち
、
村
老
、
村
長
な
ど
の
外
に
、

　
　
　
　
　
「
八
人
の
支
族
〔
の
長
た
ち
〕
」
（
〔
邑
曇
了
ぎ
μ
罫
）

　
　
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
前
掲
の
二
つ
の
首
書
に
み
え
る
、

　
　
　
　
　
「
支
族
の
長
老
」
（
犀
β
獲
↓
毎
旨
暮
夢
緊
F
）

　
　
　
　
　
「
支
族
の
長
」
（
犀
巳
p
態
鐸
◎
三
雷
同
養
）

　
　
　
　
’
「
支
族
の
成
員
の
長
」
（
犀
二
丁
9
鍵
凶
ζ
誌
）
H
帥
乙
ぴ
曽
彰
）

　
　
な
ど
の
諸
例
よ
り
帰
納
し
、
　
「
支
族
」
（
ざ
罫
）
の
次
に
あ
る
べ
き
、

　
　
　
「
長
老
」
（
同
鐸
貯
§
〔
藁
“
）
叉
は
「
長
」
（
℃
餐
色
酋
疑
O
な
ど
の
語
が

　
　
省
略
さ
れ
た
形
で
あ
る
と
し
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
し
て
、
売
却
を
認
可
さ
れ
た
地
所
を
実
地
に
点
検
し
て
そ
の
面
積

　
　
を
測
定
し
、
そ
の
境
界
を
定
め
た
の
は
、
次
の
人
友
ぞ
あ
る
。
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「
村
老
（
営
匿
削
属
鍵
霞
⇒
）
を
始
め
と
す
る
、
　
〔
八
人
の
支
族
の
長
な
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
「
支
族
の
長
」
が
、
村
の
土
地
の
売
却
そ
の
他
に
当
つ

　
ど
の
〕
官
吏
の
家
長
た
ち
（
⇒
α
一
二
犀
9
肖
9
5
ρ
1
一
（
二
四
ロ
一
記
ρ
州
）
凶
土
盛
）
」
　
　
　
　
て
立
会
し
、
そ
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
よ
り
ょ
く
理
解
す

ご
脚
ら
の
「
支
族
の
長
」
又
は
「
支
族
の
古
老
」
は
、
右
の
文
書
に
、
　
　
る
た
め
に
は
、
支
族
と
そ
の
内
に
含
ま
れ
た
「
家
族
」
と
の
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
「
支
族
の
成
員
の
長
な
ど
の
家
長
た
ち
（
一
（
β
け
【
一
昌
H
σ
帥
昌
門
5
）
」
　
　
　
　
　
再
研
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
先
づ
、
　
「
支
族
」
と
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
り

　
「
八
入
の
支
族
〔
の
長
た
ち
〕
…
…
な
ど
の
家
長
た
ち
（
｝
ハ
鼻
§
マ
　
　
　
ぼ
同
義
に
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
「
親
族
」
と
「
家
族
」
と
の
関
係
に

　
三
羅
5
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
家
長
」
即
ち
、
村
内
に
【
，
家
族
地
」
（
営
讐
諺
夢
－
　
　
　
「
家
族
」
（
互
叶
葺
皆
＆
　
の
内
部
に
あ
っ
て
、
そ
の
家
族
の
成
員
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む

甥
。
。
9
け
養
）
巨
「
持
分
地
」
（
胃
門
下
蔓
菰
（
ω
冨
零
8
）
を
も
ち
、
村
の
集
　
　
　
　
「
与
え
ら
れ
た
家
畜
、
食
物
、
家
屋
、
土
地
の
所
有
は
、
持
分
を

会
に
禺
和
す
る
資
格
を
も
つ
た
村
の
成
員
で
あ
り
、
ま
た
、
　
　
　
　
　
　
　
受
け
た
（
〈
凶
三
峯
犀
9
）
入
た
ち
に
よ
っ
て
、
個
々
に
審
査
せ
ら
る

霧
参
始
め
と
す
る
・
八
人
の
支
族
〔
の
長
た
ち
〕
・
宴
（
斧
　
べ
き
で
あ
る
．
」
（
漏
話
・
・
ρ
）
蟹
露
羅
幽
同
誌
窮
。
団

島
、
出
．
・
．
・
ρ
豪
．
）
〔
乞
で
〕
の
村
長
、
〔
な
ど
の
〕
餐
た
ち
し
　
賭
．
藍
P
繍
欝
、
轄
緯
霧
ま
曼
暴
ン
藪
塒
長
沙

　
グ
ラ
コ
マ
ク
ユ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
リ

　
「
村
　
長
、
支
族
の
長
老
な
ど
の
、
宮
吏
た
ち
（
銭
ぼ
開
警
言
置
）
」
　
　
と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
持
分
」
を
与
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
同
時
に
他

と
あ
る
よ
う
に
、
村
の
五
入
集
会
（
℃
急
6
㌣
犀
二
ぎ
）
の
構
…
成
員
た
る
　
　
方
で
は
ま
た
、

「
村
老
」
や
、
徴
税
な
ど
政
府
関
係
の
村
の
行
政
を
行
う
「
村
長
」
　
　
　
　
「
も
し
負
債
者
が
死
ん
で
、
　
〔
借
財
が
〕
家
族
（
轟
轟
毎
5
葺
）
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

な
ど
と
同
じ
く
、
半
官
半
民
の
「
官
吏
と
し
て
の
家
長
た
ち
（
銭
7
　
　
　
　
た
め
に
消
費
せ
ら
れ
た
と
き
に
は
、
た
と
え
持
分
に
分
割
せ
ら
れ

ぎ
塁
工
書
…
σ
凶
邑
（
国
・
國
壱
図
く
。
や
H
G
◎
跡
い
H
9
）
で
あ
っ
て
、
コ
般
の
家
　
て
塗
も
（
寡
・
簿
・
窪
三
・
じ
、
親
葵
ち
に
よ
っ
て
、
か

長
た
ち
」
（
・
・
暑
葺
膏
・
曇
琶
（
｝
㍑
．
ぎ
し
の
内
か
ら
藩
　

れ
ら
昇
の
財
産
か
髪
払
わ
れ
ね
ば
参
り
ぬ
。
L
（
㌘
囲
・
≧
自
・
μ
①
・
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
ゥ
ン
バ

れ
た
村
の
有
力
者
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
分
割
せ
ら
れ
て
い
て
も
、
家
族
全
体
の
た

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
凱
〃
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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グ
プ
タ
朝
（
酉
紀
四
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
め
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
弁
難
の
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、

　
　
　
　
り
　
　
　

　
「
自
己
の
持
分
（
三
嶺
σ
葭
【
O
・
な
ど
は
、
正
に
譲
与
ま
た
わ
売
買
せ
ら

　
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
ワ
「
蹴
「
●
　
図
閏
鴇
　
心
Q
o
●
）
と
あ
っ
て
、
持
分
の
処

分
は
家
族
員
の
自
由
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
、

　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り

　
「
切
離
さ
れ
た
（
o
嵐
ヨ
崔
）
家
屋
。
土
地
の
享
受
に
つ
い
て
疑
い

　
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
上
述
の
享
受
を
得
た
も
の
（
U
持
分
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
　
り
　
　
ゆ

　
た
家
族
員
）
、
叉
は
証
人
〔
た
る
親
族
〕
に
よ
っ
て
、
取
戻
さ
る

　
り
　
　
の
　
　
む
　
　
り
　
　
リ

　
べ
き
ぞ
あ
る
（
も
。
帥
♂
影
包
F
貧
簿
）
」
（
冥
鋼
．
図
昇
論
・
）

と
あ
る
よ
う
に
、
同
族
員
以
外
の
も
の
に
売
却
・
譲
与
。
抵
当
な
ど

に
よ
っ
て
「
切
離
さ
れ
た
」
家
屋
や
土
地
も
、
家
族
長
に
よ
っ
て
必

要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
回
収
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
所
謂

「
共
同
財
産
撃
彰
9
1
課
戸
鴬
唇
と
（
ノ
、
a
罫
罫
冨
O
．
）
と
し
て
の
性
格
が

強
く
存
す
る
点
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
グ
プ
タ
文
書
に
、

　
「
〔
ω
ヨ
づ
艶
σ
q
マ
嘗
落
餐
嵩
F
の
町
の
集
会
の
決
議
と
し
て
〕
息
子
の
な

　
い
人
の
財
産
は
、
並
家
に
帰
す
る
こ
と
は
な
い
↑
親
族
に
相
続

さ
せ
る
）
。
蜘
断
跡
商
（
。
喜
琶
の
分
配
（
無
芸
に
基
く

寮
録
の
手
数
料
隻
払
う
必
謬
〕
な
い
．
」
（
藤
甑
露
し

と
あ
っ
て
、
未
分
割
の
「
共
同
財
産
」
を
同
族
員
に
分
零
し
た
こ
と

を
公
認
さ
れ
る
た
め
に
は
登
録
す
る
を
要
し
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、

家
族
員
に
持
分
と
し
て
分
配
せ
ら
れ
て
い
る
「
共
同
財
産
」
の
存
在

を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
右
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
家
族
の
負
債
が
支

払
わ
れ
る
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　

　
「
親
族
（
ぴ
習
己
｝
餐
≦
O
た
ち
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
自
身
の
〔
持
分

　
に
分
割
さ
れ
た
〕
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
竃
p
く
目

　
一
8
幽
）

と
あ
り
、
　
ま
た
持
分
を
受
け
た
同
族
員
が
、
　
そ
れ
に
関
す
る
「
証

書
」
（
匡
島
々
）
を
受
け
る
と
き
に
は
、

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
・
「
親
族
（
膨
伊
誉
）
た
ち
に
よ
っ
て
、
持
分
が
文
書
に
記
さ
れ
た
こ

　
と
に
よ
っ
て
〔
持
分
に
預
る
こ
と
が
法
の
上
ぞ
認
証
さ
れ
る
〕
」

　
（
累
蹴
『
・
　
区
囲
ボ
　
ら
O
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
き

　
「
か
れ
ら
が
〔
真
の
持
分
を
受
け
た
も
の
〕
で
あ
る
こ
と
を
、
親
族

　
Q
鋼
ε
が
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
他
人
の
証
人
の
手
が
こ
れ
を

処
理
す
べ
き
重
い
。
誉
・
葺
軽
量
ご
（
Z
鋳
．
踊
導
Q
Q
9
脚
註
所
引
，
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
・
家
屋
。
金
銭
の

よ
う
な
家
族
財
産
の
所
有
権
に
転
移
の
あ
る
と
き
に
は
、
鶏
同
μ
象
帯
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リ
　
　
　
コ

葦
（
親
族
）
叉
は
枯
鋒
簡
（
親
族
）
が
立
会
し
て
証
人
と
な
り
、
叉
　
　
　
　
親
族
（
蔵
箇
3
た
ち
が
、
か
れ
の
遣
さ
れ
た
〔
商
人
団
の
一
員
と

は
支
払
い
の
貴
任
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
の
〕
分
前
を
得
る
」

こ
れ
疹
の
親
族
が
、
単
に
法
典
上
の
規
定
の
み
ぞ
な
く
、
実
際
に
同
　
　
　
と
あ
る
よ
う
に
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

族
財
産
に
対
し
て
相
続
権
を
も
つ
て
い
た
こ
と
は
、
グ
プ
タ
文
書
に
、
　
　
十
二
世
紀
後
半
に
、
丙
巳
a
崔
蔓
9
王
朝
の
ω
弦
ぎ
⇒
満
が
人
民
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
「
〔
蓄
積
し
た
〕
財
産
を
以
て
、
親
族
（
σ
碧
象
ロ
）
を
喜
ば
せ
た
。
」
　
　
与
え
た
勅
令
の
中
に
、

（H●

t
4
図
頃
●
や
α
◎
D
㌔
噂
刈
b
り
●
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
し
、
な
に
び
と
か
が
息
蓄
菱
ず
に
死
ん
だ
と
庭
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
の
妻
、
娘
、
持
分
を
受
け
た
両
親
、
兄
弟
た
ち
、
及
び
か
れ
ら

と
あ
り
、
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
息
子
、
－
1
人
中
略
）
l
I
生
存
せ
る
、
　
敏
割
蔑
σ
q
O
葺
鱒
（
σ
q
O
鐸
麟

　
「
〔
相
続
者
の
な
い
と
き
に
は
〕
正
に
か
れ
ら
の
学
識
あ
る
、
年
長

の
・
劇
職
（
こ
・
弩
－
謬
選
一
”
）
た
ち
が
・
か
れ
ら
の
同
意
に
よ
っ
て
・
　
〔
に
属
す
る
〕
親
族
）
、
親
族
は
、
奴
隷
、
家
畜
、
動
産
、
穀
物
、

霜
馨
に
〕
挿
入
せ
ら
・
べ
き
で
あ
る
。
」
、
（
中
H
こ
圏
●
唱
．
日
⑩
凶
一
一
⑩
Q
o
》
一
．
卜
3
0
’
）
　
家
屋
、
土
地
奮
の
、
す
べ
て
の
財
肇
所
払
べ
き
で
あ
、
．
」

と
あ
り
・
匿
〔
垂
曇
覇
の
蕃
に
・
　
　
　
　
　
（
図
．
剛
‘
＜
・
㍗
卜
3
メ
一
一
●
o
D
O
I
Q
Q
Q
o
●
）

　
「
男
系
の
親
険
（
㎞
幾
ε
i
（
中
略
）
i
は
、
奴
隷
・
家
畜
…
…
な
　
　
　
と
あ
る
。
こ
こ
に
規
定
さ
れ
た
相
続
順
位
は
、
法
典
類
に
記
載
さ
れ

ど
の
す
べ
て
の
財
肇
養
す
べ
き
で
あ
る
」
（
国
・
剛
●
＾
＜
●
℃
・
鱒
評
＝
・
o
o
O
I
◎
o
b
り
。
）
　
た
そ
れ
に
正
確
に
薮
す
る
．
即
ち
、
＜
号
（
崔
・
．
9
）
に
よ

と
あ
る
の
で
明
か
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
、
そ
の
順
位
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
ロ

剛
）
菅
α
冨
く
9
親
族
と
甘
9
1
江
親
族
と
が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
族
　
　
　
　
「
妻
、
娘
、
両
親
、
及
び
兄
弟
た
ち
、
そ
の
息
子
、
σ
q
9
罠
智
（
男

称
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
く
割
該
●
（
罫
b
。
①
野
）
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
系
親
族
）
、
親
族
（
げ
孚
コ
9
旨
）
」

　
「
商
人
団
の
一
員
が
他
の
土
地
へ
行
っ
て
死
ん
だ
と
き
に
は
、
か
　
　
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
前
者
の
コ
鼠
賦
駁
9
「
と
が
、
後
者
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り

　
れ
の
相
続
者
（
翁
旨
身
）
、
親
族
（
じ
習
色
属
≦
ド
）
た
ち
、
又
は
、
　
　
　
　
「
σ
q
o
㌶
a
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
囚
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
－
八
世
紀
V
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
卿
膝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
σ
嘗
9
箋
冒
は
、
「
σ
q
9
餐
（
家
系
）
に
生
れ
た
も
の
」
と
い
う
原
義
で
、

「
男
系
親
族
」
を
意
慨
す
る
こ
と
ば
前
述
し
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
に

相
当
す
る
寡
鋒
凶
σ
q
o
霞
騨
は
、
　
「
σ
q
9
準
（
家
系
）
に
属
す
る
〕
鼠
－
．

甑
（
親
族
）
」
と
い
う
意
味
と
な
り
、
「
冒
蓼
ご
は
「
σ
q
o
貯
こ
p
」
と
同

じ
く
、
　
「
男
系
親
族
」
を
表
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た
げ
巳
μ
島
岩
叉
は
こ
れ
と
類
似
の
内
容
を
も
つ
げ
訓
昌
象
9
＜
窪
に
つ

い
て
は
、
法
典
類
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
り
　
　
　
　

　
「
〔
息
子
が
な
く
、
更
に
〕
娘
も
存
し
な
い
と
き
に
は
、
　
。
・
〔
爵
自
蔓
鉾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

（
男
系
親
族
）
た
ち
、
ぴ
駒
⇔
出
立
く
麟
た
ち
が
、
〔
家
系
を
相
続
す
る
〕
」

　
（
り
幽
飼
H
・
メ
囲
℃
α
H
◎
）

　
「
妻
、
娘
、
兄
弟
、
そ
の
息
子
、
鑑
O
賠
ド
ず
（
男
系
親
族
）
、
ぴ
ピ
宙
門
二

　
〔
の
順
で
相
続
す
る
〕
」
（
＜
寒
山
弘
。
。
9

　
「
〔
故
入
の
〕
妻
が
〔
夫
の
忌
祭
に
供
犠
し
て
遺
産
の
持
分
に
預
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
の
を
〕
妨
げ
る
m
壱
言
曾
（
男
系
親
族
）
た
ち
、
ご
冒
無
銘
満
た
ち
は
、

　
〔
罰
せ
ら
れ
る
〕
）
（
＜
・
藝
・
ヨ
・
暑
寵
等
？
駒
砲
、
．
跨
．
⇒
一
、
謬
側
）

と
あ
っ
て
、
も
・
甘
言
曾
、
。
・
葬
ξ
葦
、
㏄
o
酔
餐
圃
な
ど
に
次
い
ぞ
そ
の

相
続
順
位
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ω
彪
言
曾
以
下
の
三
つ
は
、
そ
の
表

す
族
範
囲
に
広
狭
の
差
は
あ
る
が
、
何
れ
も
「
男
系
親
族
」
を
意
味

す
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
次
ぎ
に
記
さ
れ
、
叉
σ
q
o
霞
＆
匹
と

同
じ
く
舅
系
親
族
」
を
意
味
す
る
コ
頚
芒
と
併
称
せ
ら
九
て
い

る
「
σ
§
伽
穿
己
は
女
系
親
族
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
》
腎
絹
箇
碁
簿
の
く
銃
鉾
（
H
冒
H
O
C
◎
）
の
註
釈
に
、
　
　
　
．
　
p

　
　
「
σ
冒
α
9
ぎ
は
隅
母
の
親
戚
（
旨
鋒
二
丁
智
犀
。
。
ξ
こ
で
あ
る
。
」

　
　
（
田
昌
曾
目
舅
碧
負
。
翼
。
β
ψ
冤
｝
こ
。
ξ
．
、
『
ξ
切
●
Q
同
6
・
・
剛
ポ
α
巳
。
須
3
H
⑩
凶
G
。
ら
’
H
c
。
9
戸
。
。
●
所
引
）

と
あ
り
、
竃
凶
鼠
鐘
属
缶
の
く
箇
甘
・
（
H
》
お
①
．
）
の
註
釈
に
は
、

　
’
「
父
の
姉
妹
の
子
、
母
の
姉
妹
の
子
、
母
の
兄
弟
の
子
、
祖
父
の

　
姉
妹
の
子
、
祖
母
の
姉
妹
の
子
、
祖
父
の
兄
弟
の
子
、
母
方
の
祖

　
父
の
姉
姉
の
子
、
母
方
の
祖
母
の
姉
．
妹
の
子
、
母
方
の
祖
母
の
兄

弟
の
子
」
（
｝
こ
。
ξ
弘
』
噸
○
‘
㏄
．
c
o
O
●
所
書
。
）

と
九
人
の
げ
暮
臼
皆
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
傍
証
す

る
。か

く
て
、
野
駒
賦
親
族
は
、
σ
q
o
茸
r
智
と
同
じ
く
、
現
家
長
を
中
心

に
し
て
上
下
道
順
世
代
の
「
男
系
親
族
」
を
意
味
し
、
正
に
狭
義
の

　
　
　
　
ク
　
ラ

巽
岸
三
ぢ
「
支
族
、
」
即
ち
「
支
族
」
に
含
ま
れ
た
・
・
竜
5
α
親
族
の

族
範
囲
に
大
体
一
致
し
、
げ
彰
α
喜
（
叉
は
茎
ロ
翁
奉
）
親
族
は
、

大
体
同
じ
範
囲
の
「
女
系
親
族
」
を
意
味
し
た
こ
と
を
知
る
、
そ
し
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て
、
こ
れ
ら
の
「
親
族
」
は
、
そ
の
「
共
同
財
産
」
と
し
て
の
性
格

を
濃
厚
に
も
つ
「
族
産
」
に
対
し
、
相
続
権
、
即
ち
未
分
割
の
「
持

分
権
」
を
保
有
し
、
こ
の
財
産
に
対
し
「
無
限
責
任
」
を
有
し
、
従

っ
て
そ
の
上
級
所
有
権
の
転
移
に
当
っ
て
は
、
直
接
責
任
者
と
し
て

証
人
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
と
き
は
、
こ
の
「
親
族
」

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
「
支
族
」
に
あ
っ
て
も
、
同
一
の
事
情
に

あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
グ
プ
タ
時
代
の
土
地
の
譲
与

売
却
の
場
合
に
、
　
「
支
族
の
長
」
が
証
人
と
し
て
立
会
し
て
い
る
意

味
が
よ
り
ょ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
無
限
責
任
を
も
つ
た
こ

れ
ら
族
産
に
対
し
、
所
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
回
収
す
べ
く
、
ま
た
上

級
所
有
者
に
対
す
る
納
税
の
分
担
そ
の
他
に
任
じ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
「
支
族
」
に
属
す
る
各
「
家
族
」
は
、
村
に

「
持
分
地
」
を
も
つ
が
、
そ
れ
ら
の
「
持
分
地
」
は
、
村
内
に
散
在

し
た
匝
く
つ
か
の
「
条
地
集
団
」
に
分
属
し
た
「
持
分
満
地
」
よ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
ウ
ン
ビ
ン

成
っ
て
お
り
、
且
つ
、
五
人
の
農
民
が
一
組
と
な
り
、
そ
れ
ら
の

「
条
地
集
団
」
の
中
に
、
夫
々
同
数
の
「
条
地
」
を
も
っ
て
い
た
こ

と
を
推
定
し
た
（
禰
山
鉾
長
門
甕
彫
そ
し
て
、
ユ
、
の
耕
作
は
、

グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
－
八
世
紀
）
印
匿
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

「
牛
六
頭
に
牽
か
れ
る
摯
」
一
対
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る

（
鍵
畑
町
∀
し
か
る
と
き
は
、
五
人
の
農
書
誼
と
な
り
、
各

戸
よ
り
耕
牛
を
二
～
三
頭
つ
つ
出
し
合
っ
て
協
同
耕
作
し
た
も
の
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
拶
鐘
農
芸
勾
窟
朝
の
文
書
に
は
、

　
「
〔
目
①
夢
岱
箇
智
の
西
の
部
分
に
於
て
、
刈
b
o
ヨ
碁
露
H
の
土
地
と
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
ヨ
9
窪
同
の
園
地
を
譲
与
し
た
〕
十
二
人
の
長
（
σ
Q
警
言
曾
）
と

六
＋
人
の
醤
（
・
匿
）
馨
一
臨
墾
鍵
談
誰
鐸
①
x
。
。
。
ジ

は
、
穀
物
の
束
か
ら
捨
与
え
た
」
（
H
．
》
4
図
頃
幽
や
円
P
ピ
日
b
9
．
）

と
あ
っ
て
、
六
十
人
の
農
民
に
つ
い
て
、
五
人
ご
と
に
一
人
の
長
が

立
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
闇
の
事
惜
を
傍
証
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。そ

し
て
、
同
じ
王
朝
の
文
書
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り

　
「
搾
油
人
…
…
を
始
め
と
す
る
、
五
十
人
の
農
民
（
○
鼻
鶴
）
は
、

　
吉
群
な
る
羅
さ
σ
q
詠
≦
碁
’
神
に
、
目
。
。
O
暮
お
①
の
燈
油
を
寄
進
し

た
．
」
（
H
●
　
b
．
矯
　
）
目
．
・
℃
●
悼
ト
り
α
℃
一
一
一
盛
－
H
¶
。
）

と
あ
る
の
と
考
え
合
せ
て
、
大
約
五
十
～
六
十
戸
程
度
の
村
落
が
普

通
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
グ
プ
タ
時
代
に
、
同
じ
地
域
を
領

有
し
た
西
Ω
属
望
犀
饗
ド
朝
の
甲
、
缶
鋳
定
言
目
、
そ
の
他
の
諸
王
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
六
七

（ユ67）



　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
｝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
．
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）

書
に
、
村
の
窃
O
～
朝
○
○
の
臨
地
集
団
を
単
位
と
し
、
婆
羅
門
の
持
分
と
し

て
聾
し
医
る
・
毒
・
の
推
測
を
助
け
る
．
（
騨
奉
罷
3

七
か
る
と
き
は
、
五
十
～
六
十
戸
の
村
落
に
於
て
、
五
～
六
戸
が
一

組
と
な
り
、
耕
牛
を
出
し
合
っ
て
、
条
地
集
団
を
協
同
耕
作
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
大
体
一
村
に
つ
き
、
十
人
の
「
長
」
が
存
し
た
こ
と

に
な
る
。
も
し
、
こ
れ
を
同
族
村
と
仮
定
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
長
」

は
、
大
約
三
世
代
の
「
家
族
」
を
含
む
族
集
団
、
即
ち
。
。
趙
曝
気
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ラ

族
の
長
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
狭
義
の
「
支
族
の
長
」
に
該
当

し
、
前
掲
の
グ
プ
タ
文
書
に
、

　
　
　
　
　
　
り

　
「
八
人
（
霧
ぎ
9
）
の
支
族
の
長
」

「
莞
（
g
げ
魂
」
。
．
審
尋
鎧
．
．
8
暴
言
罷
篇
酷
裳

驚
）
の
支
族
の
長
し

と
あ
っ
て
、
大
約
十
人
前
後
の
「
支
族
の
長
」
が
立
会
し
て
い
る
こ

と
と
符
■
合
す
る
。

も
し
こ
の
仮
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
統
制
の
上
か
ら
も
、

「
支
族
」
に
属
す
る
「
家
族
」
の
土
地
は
、
一
層
「
共
同
財
産
」
と

し
て
の
性
格
が
強
く
な
り
、
族
的
制
約
も
大
き
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
数
世
代
に
わ
た
る
血
族
集
団
が
、
共
同
財
産
と
し
て

（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
　
の
土
地
そ
の
他
の
持
分
権
を
通
し
て
、
ま
た
同
一
血
族
と
し
て
の
共

　
　
同
体
の
意
識
を
竜
っ
て
、
相
互
に
結
ば
れ
た
も
の
こ
そ
、
所
謂
「
家

　
　
族
共
同
体
」
（
。
。
言
し
。
重
圧
菖
（
Z
鏑
×
罪
b
。
ト
揖
）
と
呼
ば
れ

　
　
る
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。

結

戴口口

　
以
上
グ
プ
タ
時
代
の
社
会
を
、
農
村
の
村
落
共
同
体
を
中
心
に
考

察
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
時
代
が
印
度
社
会
を
考
え
る
上
に
於
て

も
つ
重
要
な
意
味
は
、
そ
の
基
盤
を
成
す
村
落
共
同
体
の
血
縁
的
な

要
素
が
漸
次
失
わ
れ
つ
つ
も
、
尚
お
可
成
り
強
固
に
保
持
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ド
ラ
カ
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ト

る
点
で
あ
ろ
う
。
崩
れ
つ
つ
も
、
境
界
地
の
共
有
地
と
村
内
の
持
分

ヤ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
ウ
ビ
ン

地
が
保
持
さ
れ
、
農
畏
と
蘇
属
民
の
土
地
占
有
形
態
が
弁
別
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
う

て
い
る
点
、
血
族
的
な
族
集
団
で
あ
る
「
支
族
」
が
、
所
属
の
家
族

を
統
轄
す
る
機
能
を
保
持
し
て
い
る
と
見
徹
さ
れ
る
点
、
な
ど
が
こ

れ
ぞ
あ
る
。
そ
し
て
君
主
権
は
、
こ
れ
ら
共
同
体
の
自
治
的
な
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ロ
ミ
カ
　
マ
ハ
ヴ
タ
ラ
　
ク
ラ
プ
ラ
ド
ゥ

を
利
用
し
て
、
そ
の
成
員
中
の
有
力
者
を
、
村
長
・
村
老
・
支
　
族

ハ
コ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ド
ゥ
ヒ
カ
ロ
リ
カ

長
・
…
徴
税
官
な
ど
の
半
官
半
民
の
官
　
吏
に
任
命
し
、
か
れ
ら
を

通
じ
て
徴
税
そ
の
他
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
君
主
の

（　168　）



農
民
に
対
す
る
支
配
は
、
こ
れ
ら
の
共
同
体
を
通
し
て
間
接
に
行
わ
　
　
　
ペ
ル
シ
ア
の
税
制
改
革
に
淵
源
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
　
　
ひ

れ
た
と
い
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
の
中
闇
に
、
グ
プ
タ
時
　
　
　
ク
バ
ル
大
帝
の
と
き
編
纂
さ
れ
た
行
政
法
典
た
る
諺
ぎ
↓
≧
（
げ
轟
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

代
の
ω
慾
留
§
9
、
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
時
代
の
O
凱
昌
帥
二
7
鋳
夷
9
の
よ
　
　
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
．

う
な
在
地
の
地
主
貴
族
が
生
長
す
る
契
機
が
存
し
た
。
こ
の
よ
う
に
　
　
　
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
史
書
及
び
地
理
書
に

中
簡
搾
取
が
行
わ
れ
る
主
要
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
課
税
の
標
準
　
　
　
よ
っ
て
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
溶
。
。
。
養
自
の
と
き
完
成
さ
れ
た
税
制

が
土
地
に
在
る
の
で
な
く
、
生
産
物
の
収
穫
高
に
置
か
れ
て
い
た
点
　
　
　
改
革
の
内
容
が
か
な
り
明
瞭
に
な
る
。
即
ち
、
こ
の
改
革
以
前
は
、

が
挙
げ
ら
れ
る
。
即
ち
、
毎
年
の
収
穫
高
の
多
寡
に
応
じ
、
そ
の
一
　
　
　
所
謂
「
産
額
比
率
制
度
」
（
に
鍵
層
－
彰
二
〔
㌘
o
。
二
⇒
Φ
け
）
で
あ
っ
て
、
収

定
率
が
微
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
土
地
、
そ
の
も
の
に
対
す
る
一
定
　
　
　
難
物
そ
の
も
の
が
課
税
の
対
象
と
さ
れ
、
灌
漸
及
び
耕
地
の
状
況
に

不
変
の
税
額
が
徴
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
村
落
共
同
体
　
　
　
応
じ
て
、
牧
穫
高
の
海
～
％
が
徴
せ
ら
れ
て
い
た
、
し
か
し
、
海
年

よ
り
の
申
告
に
基
き
、
共
同
体
の
出
身
の
吏
員
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
　
　
　
の
査
定
は
．
煩
顔
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
中
黒
の
誌
求
と
詐
欺
が
公
然

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ム
ガ
ー
ル
帝
国
が
成
立
し
、
中
央
集
　
　
　
と
行
わ
れ
る
た
め
、
年
に
よ
っ
て
、
徴
収
額
に
著
し
い
差
違
が
あ
り
、

権
が
強
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
中
闇
搾
取
を
排
除
し
、
国
家
財
政
の
確
　
　
　
国
家
財
政
上
に
支
障
を
き
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
溶
老
竃
7
王
の
と

立
を
企
図
す
る
。
即
ち
、
全
国
の
土
地
測
量
を
完
成
し
、
標
準
面
積
　
　
　
き
全
国
の
土
地
測
量
が
企
て
ら
れ
、
そ
の
子
丙
。
ω
拳
ρ
H
の
と
き
完

と
そ
れ
よ
り
の
収
穫
高
の
標
準
を
定
め
、
次
に
土
地
の
耳
糞
と
作
物
　
　
　
成
し
た
。
そ
こ
で
王
は
、
①
O
σ
q
壽
平
方
の
地
積
を
単
位
面
積
（
瞥
島
ぴ
）

の
種
類
に
よ
っ
て
可
耕
．
地
を
四
等
級
に
分
ち
、
こ
の
両
者
よ
り
し
て
、
　
　
と
し
て
、
そ
の
生
産
物
の
量
を
O
Q
島
夢
髪
5
の
価
値
を
も
つ
H
ρ
苧

課
税
さ
れ
る
土
地
の
標
準
収
穫
高
を
定
め
、
そ
の
箔
を
地
租
と
し
て
　
　
　
h
マ
と
定
め
、
可
耕
地
は
栽
培
作
物
の
種
類
に
従
っ
て
、
単
位
面
積

徴
し
た
。
こ
の
徴
税
方
法
は
、
ペ
ル
シ
ア
に
於
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
支
　
　
　
に
つ
き
一
定
額
を
徴
し
、
ま
た
粥
椰
子
・
果
樹
な
ど
は
、
一
本
に
つ

配
の
前
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
・
！
、
れ
は
更
写
↓
↓
朝
　
き
定
温
課
苫
れ
た
（
轍
鶴
頭
響
重
量
母
宮
蓋
世
旨

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
印
度
）
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
i
八
世
紀
印
匿
）
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

こ
の
よ
う
に
単
位
面
積
に
つ
き
一
定
の
税
額
が
課
せ
ら
れ
る
課
税
制

度
を
「
土
地
比
率
制
度
」
（
ぼ
農
へ
蒔
ー
ノ
く
養
需
蝉
）
と
い
う
。
　
こ
れ
は

土
地
そ
の
も
の
に
課
せ
ら
れ
る
税
で
あ
っ
て
、
収
穫
物
を
対
象
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
土
地
が
耕
作
せ
ら
れ
て
い
て
竜
、

休
閑
地
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
税
額
は
一
定
不
変
で
あ
っ
て
、
毎
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

収
穫
の
多
寡
に
よ
っ
て
更
新
せ
ら
れ
な
い
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
産

カ
セ
シ
ズ
コ
ツ
ト

額
比
率
制
度
」
と
対
照
的
な
相
違
点
で
あ
る
。
コ
ス
ロ
ー
一
世
は
、

こ
の
制
度
に
反
対
し
た
貴
族
の
一
人
を
死
刑
に
処
し
て
い
る
。
こ
の

税
制
は
、
初
期
カ
リ
フ
時
代
の
．
○
巨
鴛
に
よ
っ
て
、
多
少
の
変
更

を
加
え
て
踏
襲
せ
ら
れ
、
爾
後
ペ
ル
シ
ア
に
滞
る
イ
ス
ラ
ー
ム
歴
朝

の
範
と
な
っ
て
い
％
そ
し
て
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
印
度
侵
入
と

と
も
に
、
こ
の
税
制
が
移
入
せ
ら
れ
、
ム
ガ
ー
ル
朝
に
於
て
全
般
的

な
実
施
を
み
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ム
ガ
ー
ル
時
代
に
は
、
　
「
常
耕

地
」
（
℃
O
o
亙
）
、
「
臨
時
休
閑
地
」
（
り
9
0
葺
楓
）
な
ど
の
四
等
級
に

分
け
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
税
額
が
異
る
が
、
課
税
に
当
っ
て
は
、

過
去
十
年
聞
に
実
際
に
徴
収
し
た
額
の
総
計
が
計
算
さ
れ
、
そ
の
十

分
の
一
を
毎
年
の
支
払
額
と
定
め
、
五
年
闇
の
期
限
が
く
る
と
、
こ

の
取
り
き
め
は
永
久
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
の
以
前
に
あ
っ
て
は
、
ペ
ル

シ
ア
に
於
て
も
（
サ
ー
サ
ー
ン
朝
末
期
の
税
制
改
革
が
本
絡
的
な
実
施
を
見
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
の
時
代
で
あ
る
）
イ
ン

ド
に
於
て
も
、
生
産
物
に
課
税
の
対
象
が
置
か
れ
、
従
っ
て
そ
の
徴

税
組
織
は
何
れ
も
村
落
共
同
休
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
点
は
両
者
と
も

同
一
で
あ
っ
た
。

　
即
ち
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
に
あ
っ
て
は
、
村
（
象
ε
の

徴
税
は
下
級
地
主
貴
族
で
あ
る
「
村
老
」
（
負
ゆ
算
曾
）
を
通
じ
て
行

わ
れ
た
。
鼠
蕊
、
φ
象
が
伽
ゆ
剛
詩
ゆ
ゆ
に
五
種
の
階
級
が
あ
る
て
と
を

記
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
れ
ら
の
内
に
竜
種
々
の
性
格
の
も
の
が
あ

っ
た
が
、
像
賢
主
昌
の
家
に
世
襲
的
に
属
す
る
現
物
小
作
の
土
地
は

あ
ま
り
多
く
な
く
、
時
に
は
山
穿
峯
コ
が
自
身
ぞ
耕
作
し
て
い
る
。

即
ち
、
身
分
的
に
一
般
の
農
民
と
異
る
と
こ
ろ
な
く
、
農
民
の
前
に

は
政
府
の
代
理
入
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
の
主
要
な
業
務
は
村

の
徴
税
で
あ
っ
て
、
中
央
よ
り
の
過
度
の
搾
取
が
農
民
を
破
滅
せ
し

め
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
同
時
に
定
額
の
徴
税
を
完
遂
し
た
。
こ
の

徴
税
機
構
は
極
め
て
実
情
に
則
し
た
も
の
で
、
．
》
σ
9
。
。
朝
の
盛
時

に
あ
っ
て
も
、
象
｝
詩
律
μ
を
通
し
て
サ
ー
サ
ー
ン
朝
諸
王
が
徴
収
し

得
た
程
の
銀
を
イ
ー
ラ
ー
ン
に
於
て
徴
し
得
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
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易
・
そ
し
て
・
＋
世
紀
の
睡
夢
、
旦
の
地
響
に
よ
る
と
・
　
つ
て
も
、
イ
ス
ラ
去
教
葉
・
れ
を
征
服
す
る
と
、
・
の
村
落
共

サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
コ
バ
ー
ド
王
が
、
右
の
税
制
改
革
を
企
て
る
に
至
　
　
　
同
体
を
再
編
成
し
、
所
謂
「
ご
雪
、
笥
影
、
一
σ
璋
笥
脈
」
と
呼
ば
れ
る
、
完

つ
た
契
機
と
し
て
、
村
の
「
共
同
体
成
員
」
（
駆
鍵
津
）
の
中
に
、
「
不
　
　
　
備
し
た
徴
税
組
織
を
完
成
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
を
支
え
る
基
盤
と

在
に
し
て
年
富
な
る
」
（
σ
q
》
．
ゆ
σ
ぎ
同
言
）
竜
の
が
生
じ
、
詐
欺
に
よ
　
　
　
し
た
の
で
あ
る
。

つ
て
納
税
を
避
け
、
そ
の
税
額
が
爾
余
の
貧
困
な
共
同
体
威
員
の
土
　
　
　
　
そ
し
て
、
H
箸
F
曾
↓
の
地
理
書
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の

地
に
、
　
「
持
分
の
義
務
に
よ
っ
て
」
（
三
雲
旨
ρ
ぬ
凶
．
｝
－
ρ
貯
5
暮
帥
）
負
わ
　
　
　
ペ
ル
シ
ア
に
あ
っ
て
は
、
各
地
の
領
主
は
、
農
民
と
契
約
を
結
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
れ
る
た
め
、
増
々
そ
の
生
計
を
苦
し
く
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
　
　
賦
課
租
が
土
地
そ
の
も
の
に
課
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
収
益
小
作

ま
た
竃
赫
．
⇔
象
の
書
に
よ
る
と
、
ペ
ル
シ
ア
主
訴
魯
餐
茸
が
、
村
　
　
　
制
」
9
峯
魯
餐
、
霧
）
に
よ
っ
て
、
一
定
量
の
収
穫
物
の
割
前
を
徴

の
土
地
を
所
有
者
及
び
耕
作
者
か
ら
取
上
げ
て
、
下
級
の
臣
下
へ
頒
　
　
　
収
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
領
圭
の
直
轄
地
と
し
て
の
、
　
「
国
庫
に

ち
与
え
、
程
税
を
免
除
し
た
た
め
、
不
公
平
な
地
租
（
冨
H
隷
）
が
　
　
　
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
村
」
（
ρ
ξ
鉾
噸
厚
暮
嵩
芝
葺
凶
．
乍
耳
漏
）
が
あ

残
余
の
「
所
有
者
」
（
鳶
び
恥
σ
）
及
び
「
耕
作
者
」
（
．
孚
彰
旨
律
）
の
　
　
　
つ
て
、
こ
れ
ら
の
村
に
対
し
て
は
、
種
子
を
与
え
る
と
い
う
条
件
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
カ
シ
メ
ロ
ヴ
ト

上
に
負
わ
さ
れ
た
た
め
、
か
れ
ら
は
貧
困
と
な
っ
て
土
地
を
放
棄
し
、
　
　
産
額
比
率
制
が
行
わ
れ
、
農
民
に
過
重
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
ム
ヵ
ー
タ
ッ
ア
ト

「
勢
力
を
得
た
も
の
」
（
彦
や
営
．
N
N
養
）
の
も
と
に
避
難
し
、
土
地
が
　
　
　
が
記
さ
れ
て
い
る
。
‘
即
ち
、
収
益
小
作
制
の
場
合
は
、
そ
の
税
額
が

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

荒
廃
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
村
落
共
同
体
を
通
し
て
徴
　
　
　
一
定
し
て
い
る
か
ら
、
土
地
の
生
産
力
が
増
大
し
て
も
税
額
に
は
変

税
が
行
わ
れ
、
成
員
聞
に
富
の
差
違
が
生
ず
る
と
共
に
、
α
ゆ
｝
詩
鍵
　
　
　
化
な
く
、
余
剰
生
産
物
は
農
民
の
手
中
に
残
る
が
、
産
額
比
率
制
の

の
よ
う
な
地
主
貴
族
が
、
農
民
と
政
府
の
中
間
に
生
長
し
て
い
た
こ
　
　
場
合
に
は
、
生
産
力
が
増
大
し
て
収
益
が
二
倍
に
な
れ
ば
、
二
倍
の

と
を
知
ら
し
め
る
。
こ
の
点
ほ
ぼ
同
時
代
の
グ
プ
タ
朝
治
下
の
印
度
　
　
　
賦
課
租
そ
の
他
が
要
求
せ
ら
れ
る
上
に
、
種
子
を
領
主
か
ら
支
給
せ

の
村
落
共
同
体
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
に
あ
　
　
　
ら
れ
、
そ
の
反
対
給
付
と
し
て
、
収
益
の
一
部
が
差
引
か
れ
る
外
に
、

　
　
　
　
　
グ
プ
ダ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
i
l
八
世
紀
）
印
匪
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
蔽
僻
）

雑
賦
の
支
払
い
を
要
求
せ
ら
れ
、
領
主
へ
の
隷
属
度
は
よ
り
大
き
か

っ
た
よ
う
ぞ
あ
る
。

　
か
く
の
ご
と
く
、
中
央
の
権
力
が
さ
し
て
強
大
で
な
く
、
村
落
共

同
体
を
通
し
て
農
民
を
把
握
し
て
い
た
前
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
は
、

元
来
村
の
成
員
で
あ
っ
た
半
官
半
民
の
村
吏
が
、
実
情
に
則
し
た
徴

税
を
行
い
、
農
民
を
過
度
の
搾
取
か
ら
保
護
し
た
が
、
サ
ー
サ
イ
ン

朝
末
期
よ
リ
イ
ス
ラ
！
ム
支
配
の
時
代
に
は
、
君
主
権
が
直
接
国
家

の
小
作
人
と
し
て
農
民
を
把
握
し
、
従
っ
て
そ
の
余
剰
生
産
物
は
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

大
限
に
中
央
に
吸
収
さ
れ
、
農
民
は
そ
の
負
担
に
苦
し
ん
だ
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
の
ム

ガ
ー
ル
朝
治
下
の
印
度
に
も
見
ら
れ
る
の
ぞ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

①
①
》
び
〒
一
凋
9
N
ポ
跨
昌
ム
≧
告
蝕
℃
㊦
創
ξ
国
●
露
。
。
げ
導
p
弓
（
b
⇒
一
票
一
〇
号
。
－

　
　
o
p
ぽ
象
o
p
累
①
萎
Q
D
④
「
団
①
。
・
曽
客
。
．
旨
卜
o
I
◎
。
○
。
8
　
0
巳
g
虞
p
H
c
Q
①
メ
　
団
霞
。
自
．

　
　
↓
窪
ρ
や
b
3
旨
㌔
．
二
一
や
b
Q
り
Q
Q
」
・
劇
）

　
　
「
〔
イ
ス
ラ
冨
ム
支
配
の
以
出
塁
に
は
）
国
憲
O
富
郵
冨
の
地
域
に
於
て
、
醸
引
明

　
　
な
王
は
〔
生
産
物
の
〕
％
を
徴
し
て
い
た
。
労
p
岳
三
い
第
員
（
オ
ス
マ
ン
ト

　
　
ル
コ
帝
国
）
、
日
長
9
、
貯
曾
に
於
て
は
、
殆
及
び
％
及
び
％
を
農
民
た
ち

　
　
（
げ
留
雰
雛
）
か
ら
暮
し
て
い
た
。
そ
の
上
に
、
す
べ
て
の
人
か
ら
、
頭
割

　
　
り
に
（
P
N
　
自
厚
P
【
　
闘
◎
P
一
　
同
）
徴
せ
ら
れ
る
人
頭
税
（
け
碧
み
）
が
徴
せ
ら
れ
た
．
、

　
　
ρ
p
げ
ゆ
畠
は
　
〔
こ
れ
を
〕
非
難
さ
る
べ
き
も
の
と
結
論
し
、
耕
作
地
の
面

②③

七
二

積
の
調
査
を
行
う
と
い
う
企
て
を
な
し
た
。
　
〔
し
か
し
〕
意
図
の
完
成
よ

り
も
前
に
彼
は
死
ん
だ
。
三
口
鰍
同
【
’
＜
雪
は
〔
測
量
を
）
普
く
行
わ
せ
、
標

準
の
⑬
ρ
嵩
げ
を
採
用
し
、
未
完
成
の
残
り
を
完
成
さ
せ
た
。
①
O
×
α
O
σ
q
爵

が
三
雲
臨
σ
q
口
N
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生
産
物
を
Q
ゆ
象
臨
養
目
昌
の
岬
悩

値
を
も
つ
た
一
ρ
p
h
冒
と
解
し
、
　
そ
の
％
を
君
主
権
の
報
酬
と
し
た
。

一
（
申
略
）
ー
カ
リ
フ
の
職
が
帆
9
5
鍵
に
到
っ
た
と
き
、
彼
は
累
薮
建
毛
鋤
ロ

の
智
慧
を
模
範
と
し
た
が
、
古
書
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
に

ち
が
い
な
い
新
し
い
竜
の
を
導
入
し
た
。
」

．
○
三
碧
の
加
∵
凡
た
修
正
に
つ
い
て
は
、
註
②
ノ
②
↓
算
び
P
凱
の
記
載
、
及

び
囚
お
唐
①
び
6
巳
2
薦
窪
0
7
剛
9
8
山
窃
〇
二
〇
巨
。
・
（
国
露
σ
q
碧
貫
目
δ
〇
二
①
簿

百
昌
負
臼
子
o
O
巳
一
計
矯
げ
冤
の
●
禁
げ
口
吟
p
劉
巳
甦
ご
○
巳
2
洋
臼
δ
8
■
℃
や

δ
為
一
）
参
照
。

目
巴
旨
a
に
】
島
p
3
σ
q
と
い
う
語
が
「
人
頭
税
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
（
客
身
幽
O
評
O
O
O
器
剛
嵩
O
窯
⑦
山
巽
℃
φ
一
己
鐸
．
》
話
ぴ
巽
N
葺
N
O
陣
山
賃

QQ

錘
ｩ
象
創
①
ジ
H
b
冥
麟
。
口
冨
唖
㊤
℃
Q
陰
・
b
σ
自
’
署
●
H
．
）
よ
う
に
、
西
ア
ジ
ア
で
は
、

旧
く
か
ら
「
地
租
」
と
「
人
頭
税
」
を
表
す
語
が
絹
通
じ
て
用
い
ら
れ
、

イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
於
て
電
、
儲
p
3
四
と
瞭
N
図
簿
の
二
つ
の
語
は
、
或

は
地
租
を
表
し
、
或
は
人
頭
税
を
表
し
、
区
別
な
く
用
い
ら
れ
た
。
八
世

紀
晶
剛
気
に
至
り
。
は
じ
め
て
用
語
が
一
定
し
、
＃
鍵
P
嚇
は
　
「
地
租
」
、

鰹
醸
p
は
「
人
頭
税
」
を
表
す
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
　
（
》
・
Ω
三
㎝
8
島
。
炉

H
」
、
図
旨
鳳
希
望
。
ω
ω
鶏
u
自
p
三
畠
Φ
切
”
げ
冨
環
覧
ρ
H
．
傘
p
計
ξ
8
舜
》
　
丙
＄
ご
g
｝
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

p
≦
副
お
O
メ
勺
●
O
¢
）
。
し
か
し
、
　
必
ず
し
も
然
ら
ず
、
　
〉
冒
1
一
≧
＾
び
9
昏

そ
の
他
の
印
度
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
で
竜
相
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
．
、

（ユ72）



　
　
従
っ
て
、
ぽ
p
門
隷
は
正
し
く
は
「
賦
課
租
」
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
が
、
以

　
　
下
便
宜
上
「
地
租
」
と
訳
す
っ

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

②
①
〉
冨
O
p
、
h
潮
繋
吾
瀞
露
量
畠
び
・
O
慧
目
p
窄
↓
p
ご
註
℃
↓
鋳
、
目
β
麟
7
男
誘
巳

　
　
屯
p
．
7
窯
三
2
（
（
〉
ロ
コ
巴
＄
ρ
き
。
庵
自
五
二
〉
げ
口
U
冒
h
寒
露
9
歴
日
舅
①
q

　
　
目
げ
p
d
冒
幽
厩
9
7
↓
9
び
ρ
昏
2
目
巳
蜜
巴
幽
象
庁
言
●
聴
自
①
O
o
£
o
勺
臥
ヨ
p

　
　
器
翫
驕
閣
お
8
器
琴
「
目
艮
回
。
切
p
【
昏
働
　
ρ
、
】
回
。
累
O
藁
。
層
お
U
雷
σ
q
岱
℃
H
O
◎
G
◎
一
一

　
　
冨
G
o
即
｝
顕
び
・
↓
o
累
」
ω
・
⑩
①
O
℃
r
日
l
Q
自
め
O
g
D
L
．
心
。
）
（
東
洋
文
庫
所
蔵
本
）

　
h
丙
齢
旨
（
賊
畠
話
ε
ト
ロ
蕊
認
芝
》
羅
よ
り
以
前
に
あ
っ
て
は
、
ペ
ル
シ
ア
の

　
　
王
た
ち
は
、
地
租
（
覧
霞
餌
σ
◎
）
　
と
し
て
、
灌
心
血
お
よ
び
耕
作
の
程
度
に

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
従
っ
て
、
生
産
物
（
聞
p
霞
）
の
施
又
は
耳
又
は
殆
又
は
％
を
、
ま
た
〔
一

　
　
定
額
に
）
確
定
せ
ら
れ
た
頭
〔
割
り
∪
の
人
頭
税
（
讐
N
紀
P
）
　
を
徴
収
し

　
　
た
。
そ
し
て
、
男
岸
ゆ
N
の
子
ρ
5
げ
，
山
王
、
は
、
か
れ
の
統
治
の
山
木
期
に
、

　
　
土
地
に
対
す
る
地
租
が
、
真
実
で
あ
る
た
め
に
（
公
正
に
定
め
る
た
め
に
）
、

　
　
平
地
お
よ
び
山
地
の
測
景
を
命
令
し
、
面
積
が
測
ら
れ
た
が
、
こ
の
測
量

　
　
の
命
令
が
完
全
に
行
わ
れ
る
前
に
〇
ニ
ヴ
P
降
は
死
ん
だ
。
か
れ
の
子
烈
陣
㏄
・

　
　
旨
が
王
と
な
る
や
、
測
彙
を
完
了
し
、
一
（
中
略
）
一
〔
一
般
人
民
を
集
め
、

　
　
徴
税
官
に
Ψ
各
種
の
収
獲
物
〔
瞥
p
＝
簿
）
〔
を
出
す
）
の
土
地
に
つ
い
て
算

　
　
田
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
〔
地
積
の
Ψ
総
計
、
虹
び
に
、
炎
椰
子
・
オ
リ
ー
ブ
　
　
　
②

　
　
及
び
人
頭
の
総
計
…
を
読
む
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
れ
か
ら
曲
直
「
9
は
言
っ
た
。

　
　
「
い
ま
測
ら
れ
た
〔
穀
物
白
田
の
〕
鰍
p
鳥
ご
（
単
位
面
積
）
の
計
算
せ
ら
れ
た

　
　
額
、
及
び
炎
椰
子
と
ナ
リ
ー
ブ
と
人
頭
の
数
の
上
へ
、
定
額
（
毛
9
ら
診
諾
儀
）

　
　
を
乗
じ
、
年
三
回
の
支
払
い
期
限
に
交
払
わ
る
べ
し
…
…
」
一
（
申
出
）
－

　
　
〔
貴
族
の
一
人
が
質
問
し
て
い
う
）
『
，
死
ん
だ
葡
萄
樹
、
干
か
ら
び
た
種
子
、

　
　
　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
．
紀
四
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
．
の
｝
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

地
中
え
消
え
た
州
、
潤
れ
た
泉
や
溝
渠
に
対
し
て
、
こ
の
永
違
の
地
租
を

課
す
る
や
云
々
」
〔
コ
ス
ロ
ー
は
命
じ
て
、
彼
を
殺
さ
せ
た
。
〕
i
（
中
略
）
一

小
菱
・
大
炎
の
播
種
地
は
、
瞭
9
垂
）
に
つ
き
一
象
「
ゴ
2
葺
、
葡
萄
樹
の
土
地

は
、
臓
ρ
嵩
げ
に
つ
き
○
○
象
【
ゴ
p
ヨ
、
　
「
む
ら
さ
き
う
ま
ご
や
し
」
　
の
土
地
は
、

働
戸
窩
げ
　
に
つ
き
“
自
岸
ゴ
2
昌
、
　
伍
ヘ
ル
シ
ア
聚
椰
子
は
四
本
に
つ
き
、
聚
椰
判

エ
」
．
卑
種
名
無
鯉
エ
」
は
山
ハ
本
に
つ
う
q
、
　
〔
夫
々
〕
　
古
傷
鑓
財
P
彰
　
を
臨
賦
課
し
◇
κ
。

一
（
人
頭
税
に
つ
い
て
は
省
［
略
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

そ
れ
は
．
○
ヨ
錠
等
”
巳
1
に
蒋
扇
げ
が
。
ヘ
ル
シ
ア
を
征
服
し
た
と
き
模
倣

し
た
と
き
ろ
の
徴
税
制
で
あ
っ
て
、
　
か
れ
は
こ
れ
に
基
い
て
、
被
蓋
毘

（
魁
目
ヨ
暮
）
た
る
住
民
よ
り
徴
税
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
　
但
し
、
か
れ
は

す
べ
て
の
荒
蕪
地
の
腿
鷲
旨
に
対
し
て
も
、
．
播
種
地
に
対
し
て
課
税
し

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
見
込
み
に
よ
る
一
身
生
産
量
を
課
税
し
、
ま
た
小

麦
ま
た
わ
大
麦
の
分
前
で
揺
種
せ
ら
れ
た
（
種
子
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う

条
件
で
与
え
ら
れ
た
）
（
コ
同
q
N
勘
「
h
（
）
土
地
に
対
し
て
は
⑳
麟
鳥
目
｝
ご
と
に

H
～
b
コ
ρ
ρ
h
討
の
小
麦
を
要
求
し
、
　
そ
れ
を
軍
隊
の
兵
糧
に
し
た
。
　
そ
の

他
の
占
…
に
つ
い
て
は
、
全
く
、
囲
3
ρ
　
に
於
け
る
コ
ス
ロ
ー
の
課
税
の
慣

例
を
拒
ま
な
か
っ
た
云
々
」

｝
げ
q
、
7
ρ
器
同
彰
言
三
竪
ヨ
ヨ
p
負
H
げ
昌
恒
p
芝
ρ
p
r
p
γ
窯
p
鶏
諮
白
毛
p
、
ア

竃
2
昌
a
野
　
（
＜
写
¢
9
　
男
o
m
5
p
U
霧
。
臨
℃
篇
o
U
凹
0
8
三
。
ゆ
　
諸
。
巴
。
ヨ
団
0
9
0

p
ロ
0
3
お
　
〉
ご
β
植
7
顕
p
4
ヨ
　
ゴ
牽
鵠
p
三
多
【
・
一
ゆ
ぎ
躍
0
9
①
o
μ
　
0
8
σ
q
養
℃
ゴ
？

旨
彰
レ
穎
三
〇
〇
孟
ヨ
。
自
｛
象
肯
ツ
轡
｝
．
島
σ
O
o
o
撤
H
と
σ
q
q
匂
μ
○
○
“
Q
Q
噸
》
養
げ
。
↓
ρ

暴
く
。
隔
ド
勺
．
的
一
二
r
卜
。
卜
。
一
で
．
凶
H
O
O
℃
ト
リ
．
）

「
ペ
ル
シ
ア
は
、
古
い
時
代
に
於
て
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
触
点
削
に

七
三

（　173　）



③

　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
度
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む

於
て
、
〉
響
胴
マ
乏
ρ
昌
の
父
ρ
ゑ
鹸
臓
の
時
代
に
至
る
ま
で
は
、
産
額
比
率

む制
（
暮
£
。
・
ぎ
Φ
陣
）
で
あ
っ
た
。
一
（
申
略
）
i
こ
の
王
は
全
ペ
ル
シ
ア
を
、

O
　
O
　
O
　
O
　
O

収
益
小
作
制
（
旨
二
ρ
緯
p
、
ρ
伸
）
（
の
下
）
に
置
き
、
〔
そ
の
借
地
料
が
〕
蓑

打
揚
お
よ
び
変
の
堆
積
揚
（
倉
）
が
満
ち
た
と
き
亥
払
わ
れ
る
（
ε
ρ
？

菖
p
膏
）
〔
よ
う
に
な
る
）
ま
で
、
彼
の
王
位
に
引
続
い
て
在
っ
た
。
」

す
な
わ
ち
、
①
の
「
生
塵
物
の
磁
叉
は
κ
…
…
を
徴
収
し
た
」
（
Q
Q
・
⑩
①
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
れ
シ
メ
ユ
ヴ
ト

罫
c
Q
山
O
）
が
、
　
②
で
は
「
産
額
比
率
制
で
あ
っ
た
」
　
（
Q
Q
・
b
3
寄
㌔
・
卜
。
◎
o
巳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ジ
フ
エ
　
ト
　
　
　
　
　
　

ム
カ
じ
ケ
ヅ
ア
ト

と
な
っ
て
い
る
。
　
「
土
地
比
率
制
」
は
、
②
の
「
収
益
小
作
制
」
の
一
つ

の
揚
合
で
あ
る
．
、
　
「
産
額
比
漁
ず
制
」
と
「
土
地
比
率
制
」
に
つ
い
て
の
イ

ス
ラ
イ
ム
法
に
於
け
る
定
義
に
つ
い
て
は
、
　
竃
・
闘
。
欝
ポ
踏
琶
Φ
ω
霞
δ

箕
。
箕
綜
ま
ま
”
9
辞
o
o
箒
勺
p
塩
田
器
面
罵
p
嗣
”
臼
琶
①
o
剛
p
ざ
ヨ
。
箕
。
口
目
苧

賎
の
巴
。
（
H
●
　
》
こ
　
図
函
●
　
o
o
一
1
づ
。
く
一
昌
M
　
同
Q
Q
O
一
’
賢
℃
・
　
劇
一
q
I
劇
一
Φ
・
）
参
照
。
　
即
ち
、

に
鍵
P
働
－
影
昌
繭
読
p
葺
舞
（
産
額
比
率
制
）
　
に
つ
い
て
は
、

「
収
穫
そ
の
亀
の
運
（
豊
凶
）
に
従
う
と
こ
ろ
の
〔
課
溜
祝
∪
」

「
そ
の
土
地
が
何
も
産
し
な
い
と
き
に
は
、
何
も
支
払
う
義
務
は
な
い
。

し
か
し
、
　
そ
の
土
地
は
個
々
の
収
穫
に
対
し
て
儲
鎚
轟
を
支
払
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
」

と
い
い
、
側
鎚
隷
や
垂
跳
卑
（
土
地
比
率
制
）
に
つ
い
て
は
、
．

「
こ
れ
は
〔
す
べ
て
の
揚
合
に
〕
義
務
的
で
あ
る
．
、
そ
れ
は
住
居
及
び
土

地
の
享
受
と
分
離
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
ド
シ
メ
リ
ヴ
ト

「
そ
れ
は
一
年
に
一
度
支
払
わ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
、
産
額
比
率
制
の

よ
う
に
、
同
じ
年
に
新
し
く
収
穫
が
な
さ
れ
る
に
伴
っ
て
新
し
く
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
．
、
そ
れ
は
土
地
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
収
穫
に

七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ラ
　
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
か
か
る
亀
の
で
は
な
い
。
こ
の
地
租
は
一
種
の
導
昌
ρ
潔
ρ
（
小
作
料
）
で

　
　
あ
る
。
」

③
①
島
多
ζ
摩
と
い
う
語
は
、
　
「
村
」
即
ち
≧
ぢ
．
◎
接
葦
（
地
方
、
至
地
、

　
　
村
）
、
旨
三
勺
・
岱
Φ
ゲ
よ
り
派
生
し
た
語
で
、
　
「
地
主
貴
族
」
を
意
味
し
、

　
　
窯
β
鰍
ヨ
＝
i
舞
」
陛
P
乏
P
犠
伊
の
定
義
に
従
え
一
は
、
　
「
族
長
」
、
「
土
地
お
よ
び
村

　
　
の
所
有
者
」
の
意
で
あ
る
。
寓
器
．
ゆ
今
（
巴
切
p
吾
に
H
創
0
9
0
罵
⇔
p
己
罰

　
　
で
6
卜
⊃
恥
O
）
に
は
、
「
畠
讐
ゆ
ρ
ρ
謬
に
は
五
つ
の
階
…
層
（
目
9
答
自
げ
）
・
が
数
え
上

　
　
げ
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
切
O
露
亀
り
臨
（
恥
O
O
o
窟
O
P
）
に
は
、
畠
謂
鍵
（
騎
士
）
、

　
　
象
剛
5
p
一
一
欝
（
村
長
）
と
併
記
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
ペ
ル
シ
ア
の
農
耕
地
の
殆

　
　
ん
ど
が
、
こ
れ
に
属
し
、
国
家
の
中
核
を
成
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
史
料
に

　
　
み
え
る
α
2
誉
》
昌
　
の
性
格
は
頗
る
複
難
で
、
　
地
方
総
督
や
領
主
よ
り
、

　
　
下
は
農
昆
出
身
の
も
の
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
全
般
よ
り
み
れ
ば
、
世

　
　
襲
的
に
し
て
古
い
家
柄
に
属
す
る
一
種
の
貴
族
階
級
を
形
．
題
し
、
名
望
家

　
　
に
し
て
知
議
階
級
で
あ
り
、
ア
ラ
ビ
ア
人
の
征
服
に
当
っ
て
は
、
賦
課
租

　
　
を
支
払
う
条
件
で
こ
れ
と
協
和
し
た
。
（
乞
α
H
幽
O
巳
（
ρ
P
P
O
4
Q
Q
Q
Q
・
心
轟
O
一

　
　
巴
∴
Ω
三
段
窪
。
・
㊦
P
浮
置
℃
℃
・
　
　
　
旧
悪
。
益
ぎ
蒔
田
｝
ロ
。
。
夢
吋
旨
艮
ω
〇
一
δ
い

　
　
宕
p
葺
窪
げ
巳
7
冨
鍵
げ
口
お
旧
一
〇
Q
り
9
G
自
●
O
Q
卜
3
も
o
C

②④

⇔
Φ
三
鼻
ロ
に
よ
る
徴
税
が
実
情
に
則
し
て
い
た
こ
と
、
　
ア
ヅ
バ
ー
ス
朝
の

盛
時
に
も
勝
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
乞
ひ
藁
0
9
白
ρ
P
P
O
己
Q
Q
匂
D
．

唾
α
甫
1
α
q
甲
｝
．
い
ρ
げ
。
霞
び
目
o
O
7
諏
。
n
口
ρ
三
の
旨
。
畠
p
霧
回
δ
ヨ
噂
凶
お
℃
o
蹟
。

い
。
蕊
貯
師
冥
率
い
瓢
。
Q
Q
p
累
琶
一
揖
ρ
同
日
。
巴
。
娼
鍵
尻
冨
O
串
勺
勺
●
Q
o
ム
●
等

参
照
，

害
＝
仁
p
ぞ
ρ
巳
噂
p
p
O
こ
（
鯨
三
●
Ω
8
騎
ひ
〉
学
び
4
く
巳
お
ワ
ト
⊃
H
メ （　174　）



⑤

ピ
b
コ
b
o
l
勺
・
b
◎
一
Q
G
噛
ピ
心
・
）

「
ペ
ル
シ
ア
は
、
古
い
時
代
に
於
て
、
　
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
敦
の
以
前
に

於
て
、
　
〉
コ
ロ
二
目
ぞ
ゆ
昌
の
父
ρ
5
げ
川
ゆ
の
時
代
に
至
る
ま
で
は
、
　
産
額
比

率
制
（
づ
託
3
・
・
診
鐸
）
で
あ
っ
た
。

一
（
申
略
）
1
〔
ρ
二
ぴ
凱
ゆ
　
が
果
樹
園
に
診
て
、
　
柘
榴
の
実
を
盗
ん
で
老
婦

に
打
た
れ
て
い
る
少
女
を
発
見
し
、
　
老
婦
に
そ
の
わ
け
を
聞
い
た
。
ロ
彼

　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
ロ
　
　
　

コ
　
　
　

リ
　
　
　
ロ
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
は
言
っ
た
。
不
在
に
し
て
年
富
な
る
共
同
体
成
員
（
琴
芝
野
母
、
圃
げ
否
・

矯
彰
）
　
の
果
樹
圃
が
、
彼
女
（
老
婦
）
や
す
べ
て
の
〔
人
〕
の
我
々
の
共

有
の
耕
地
の
〕
申
に
属
し
、
　
〔
こ
れ
ら
〕
　
一
部
の
不
在
の
共
同
体
成
員
の

詐
欺
が
、
現
存
の
共
同
体
成
員
を
見
苦
し
く
す
る
（
困
窮
に
陥
れ
る
）
云

々
と
。
」
　
こ
こ
に
「
年
冨
の
共
同
体
成
員
」
と
あ
る
の
は
、
　
他
の
個
所
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む

は
「
玉
串
」
　
（
σ
q
炉
筥
）
　
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
持
分
の
義
務
に
よ
っ
て
」

（げ

V
ゴ
p
ρ
ρ
凶
、
r
ρ
冨
彰
p
二
）
の
一
句
は
、
勺
●
凶
一
〇
Q
℃
冨
・
｝
に
よ
る
。

〉
ご
口
噂
罫
二
赫
p
野
〉
嵩
　
『
巳
－
類
比
p
ぎ
巳
：
鼠
翻
ら
口
開
”
ヨ
p
μ
3
⑳
巳
∴
》
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

》
巳
）
詞
露
竃
p
．
軌
衛
貯
巴
○
ヨ
葺
｝
臨
「
（
諸
駕
。
島
象
「
5
＄
H
）
養
M
鳳
。
硯
餌
．
○
機
．
峠
震
’

象
需
p
O
。
℃
p
「
O
．
切
鍵
三
窪
餌
σ
嵐
。
罵
昌
袈
O
o
停
剛
p
く
卑
餌
o
O
o
口
「
8
≡
0
9
℃
？

二
u
堅
同
。
◎
臼
℃
＜
2
ピ
や
寄
凶
し
●
μ
ゲ
7
胃
Q
o
”
ピ
刈
●
）

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

「
〔
じ
づ
p
芹
p
旨
王
は
〕
土
地
（
自
書
か
い
）
の
所
有
者
．
（
霞
げ
か
げ
）
　
お
よ
び
耕
作

り者
（
、
9
ヨ
日
爾
）
か
ら
土
地
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
は
地
租
の

負
担
者
で
あ
っ
て
、
冨
が
か
れ
ら
か
ら
徴
収
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

王
は
従
属
者
や
下
僕
へ
〔
土
地
を
〕
渡
し
、
…
…
か
れ
ら
は
、
地
租
を
免

除
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
王
よ
り
か
れ
ち
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
不
正
は
、

地
租
〔
を
負
組
す
る
土
地
）
の
所
有
者
お
よ
び
土
地
の
耕
作
者
の
内
の
残

　
　
　
グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
－
八
世
↑
紀
）
印
慶
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

　
　
徐
の
も
の
へ
落
ち
た
．
（
帰
し
た
）
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
の
土
地
は
草
で
覆

　
　
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
の
あ
る
竜
の
は
貧
乏
に
な
っ
て
、
村
の
中
の

　
　
む
　
ひ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
勢
力
を
得
た
も
の
　
（
一
一
P
P
　
帥
P
h
P
N
N
炉
N
）
　
へ
避
難
し
て
、
　
そ
こ
に
住
ん
だ
。

　
　
そ
し
て
、
耕
作
は
稀
に
な
り
、
土
地
は
荒
れ
た
。
」

⑥
①
》
冨
H
警
3
H
ぼ
婁
ぎ
ζ
蜜
・
一
り
p
影
ヨ
厚
地
萄
ぎ
・
・
一
p
一
山
陰
p
嘗
斜

　
　
賓
器
出
戸
　
p
7
累
p
ヨ
a
節
　
（
＜
凶
器
　
國
o
m
節
〇
三
聖
。
b
o
切
。
ユ
慣
甑
。
　
U
戴
。
巴
い

　
　
該
O
巴
O
彰
一
〇
P
ゆ
　
舞
¢
O
門
O
H
O
．
》
げ
賃
　
目
㎝
ゴ
a
（
　
P
一
－
団
》
臨
銑
　
β
一
…
目
障
P
評
プ
嵩
醒
一
ゆ
｝
σ
ピ

　
　
0
8
σ
q
「
．
〉
畦
巳
）
こ
。
降
寓
◎
回
・
負
㊦
Ω
o
o
器
い
‘
σ
q
P
一
〇
〇
刈
ρ
》
鴇
げ
目
。
鉾
く
2
・

　
　
H
u
や
H
α
O
Q
「
一
ピ
恥
一
○
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
コ
む
　
　
　

　
　
「
〔
H
聡
ρ
腎
の
地
租
（
O
p
門
轟
）
　
は
、
　
播
種
者
（
N
錠
葺
．
）
の
同
意
の
上
で

　
　
（
”
一
筒
　
9
困
（
一
P
一
）
）
〔
生
産
物
の
）
塩
及
び
偽
及
び
％
及
び
そ
の
他
〔
の
比
率
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
り
　
む
　
む
　
む

　
　
で
分
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
部
分
は
、
国
庫
に
属
す
る
よ
う
に

　
　
む
　
む
　
む
　
　
む

　
　
な
っ
た
村
（
ρ
二
障
萌
欝
葺
＝
θ
9
諏
剛
τ
5
P
嵩
）
に
課
せ
ら
れ
る
産
額
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
り
　
む
　
む
　
む

　
　
制
（
　
喜
3
ω
ぎ
象
）
で
あ
っ
て
、
　
そ
こ
に
住
む
人
が
、
分
け
前
で
播
種
す

　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
る
土
地
が
与
え
ら
れ
る
（
憶
§
》
藁
ε
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
カ
じ
シ
メ
エ
ヴ
ト

　
　
一
（
中
略
）
！
そ
し
て
、
ス
ル
タ
ン
に
よ
っ
て
、
産
額
比
率
制
又
は
収
益
小

　
　
作
制
（
彰
コ
ρ
脚
P
、
暮
）
に
よ
っ
て
徴
収
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
　
こ
の
制
度

　
　
下
に
あ
る
農
民
（
p
一
6
目
鋒
）
の
上
へ
、
象
民
ぎ
ヨ
銀
貨
で
徴
せ
ら
れ
る
過

　
　
重
な
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
」

②
　
右
の
H
陰
p
ぴ
臨
の
記
載
申
の
「
冤
藷
鍵
博
、
賃
」
は
、
「
銭
二
．
伊
」
の
男
性
三
人
称

　
　
単
数
の
未
完
了
形
で
あ
っ
て
、
「
N
P
嵩
．
p
」
は
、
「
N
p
旨
、
麟
」
（
播
種
し
た
）
の

　
　
第
三
形
派
生
動
詞
で
あ
η
、
　
「
お
互
に
播
種
し
合
っ
た
」
と
い
う
原
義
を

　
　
も
ち
、
　
転
じ
て
　
「
分
け
前
で
播
出
す
る
土
地
が
誘
え
ら
れ
た
」
　
（
U
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五

（　175　）



⑦

グ
プ
タ
朝
（
西
紀
四
一
八
世
紀
）
印
匪
社
会
の
一
考
察
（
下
）
　
（
佐
藤
）

嘗
臼
似
ρ
μ
β
昌
。
ぎ
ヨ
℃
貸
・
・
o
ヨ
臼
c
9
ロ
智
三
9
鵠
昌
8
）
（
同
●
尉
．
尉
色
。
計

＜
o
。
答
巳
p
肖
。
》
汽
p
げ
守
津
p
g
p
剛
亭
目
ヨ
①
巴
．
b
ご
①
頴
8
夢
冨
ト
っ
O
も
』
G
Q
り
）
、

郡
ち
「
種
子
を
与
え
ら
れ
る
代
り
に
、
収
穫
の
と
き
そ
の
分
だ
け
差
引
か

れ
て
、
残
り
を
地
主
と
小
作
人
が
分
け
前
を
と
る
土
地
が
与
え
ら
れ
た
」

と
い
う
意
味
に
な
る
。

即
切
翁
毛
錠
N
”
燦
聲
帥
影
寓
鐸
。
一
巳
8
属
謬
9
傷
g
》
旨
げ
置
畠
①
夢
0
8
σ
Q
葺
・

℃
ゴ
。
ロ
・
冒
㊦
弓
N
団
σ
q
お
冨
．
し
d
●
目
己
Q
慶
Q
O
覧
悼
O
刈
一
Q
◎
6
参
照
。
か
れ
は
、
堵
貸
二
昌
四

（
〉
臼
、
O
髪
8
し
Q
⑦
の
養
N
。
い
O
⇔
釦
O
昌
一
C
Q
O
メ
や
0
0
q
）
を
引
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
「
王
領
地
の
所
有
者
は
、
　
種
子
の
た
め
に
な
さ
れ
る
差
引
の
外
に
、
　
小

　
作
料
と
し
て
、
収
穫
の
半
分
を
麦
払
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
紫

　
々
」
（
Q
∩
・
凶
O
o
Q
”
翼
●
◎
o
）

ま
た
》
げ
ヴ
O
け
類
〇
三
μ
（
旨
戸
」
O
．
Q
α
い
b
O
メ
H
刈
0
）
に
拠
っ
て
、

　
「
十
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
農
昆
の
所
有
地
に
対
し
て
は
、
わ

　
つ
か
に
収
穫
の
施
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
ま
錠
）

と
詑
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
　
サ
ー
サ
ー
ン
朝
時
代
に
は
、
囚
マ
置
9
ー
ロ
か
ら
は
六
百
万
悪
夢
p
ー

ヨ
が
徴
税
せ
ら
れ
て
い
た
が
（
呂
逐
p
q
O
霧
”
の
記
載
に
よ
る
）
、
イ
ス
ラ

ー
ム
時
代
に
は
、
　
七
百
五
十
甲
刀
ら
岸
び
8
爵
　
と
な
鯖
り
、
　
さ
ら
に
後
に
は
千
点
ハ

百
五
十
万
象
「
プ
騨
ヨ
と
記
さ
れ
（
H
ぎ
報
碧
ρ
巳
）
、
　
こ
の
た
め
ぴ
の
地

方
の
担
税
力
は
過
重
と
な
っ
て
衰
徴
を
き
た
し
た
。
（
ω
。
プ
ξ
錠
び
P
P
O
・
・

ω
ω
b
b
o
Q
o
の
l
Q
。
日
．
参
照
。
）

七
六

（昭
a
島
五
年
山
ハ
日
μ
稿
了
昭
和
十
四
八
年
六
月
補
稿
）

〔
附
一
記
〕
　
本
稿
は
昭
和
骨
五
年
十
二
一
月
に
「
申
世
［
印
曜
灰
の
甑
辰
艮
岸
鳥
β
目
び
冒
に

　
つ
い
て
」
と
題
し
、
京
都
大
学
東
洋
史
談
話
会
例
会
で
発
表
し
た
草
稿
に
筆

　
を
加
え
た
電
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ム
ガ
ー
ル
朝
の
研
究
に
手
を
染
め
る
に
及

　
ん
で
、
西
ア
ジ
ア
史
の
基
礎
知
識
の
必
要
な
る
を
痛
感
し
、
　
一
時
印
度
史
の

　
研
究
を
中
止
し
、
昭
和
廿
五
年
度
「
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
社
会
の
研
究
」
、
同

　
甘
七
年
度
「
ア
ッ
パ
！
ス
朝
時
代
ペ
ル
シ
ア
農
民
の
研
究
」
な
る
研
究
題
目
、

　
の
下
に
、
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金
の
交
付
を
う
け
、
主
と
し
て
イ
ス

　
ラ
ー
ム
史
料
に
よ
っ
て
墓
礎
研
究
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
、
　
一

　
文
を
草
す
る
豫
定
で
あ
る
が
、
両
社
会
の
密
接
な
関
聯
の
あ
る
点
よ
り
、
そ

　
の
結
論
を
要
約
し
て
本
・
稿
の
宋
尾
に
附
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　
こ
の
一
篇
を
恩
師
京
都
大
学
教
授
那
波
利
貞
博
士
に
捧
げ
る
。

執
筆
者
紹
介

国　赤小金　L　イ左　藤　宮

本繧海難崎
　　　　ウ四二市哲俊

男秀節恕ン郎郎定

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
教
授

京
都
大
学
助
手

香
川
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

京
都
大
学
学
生

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生
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densit｝r，　transpoi”t2，ttion　facilities，　n）anufacturing’ р堰Ftrict　and　those　aretus

for　conimercial　tLgriculture．　’
　　By　this　analysis　we　can　say　that　tlie　ci．ty　region　of　1889　i．s　the　core

of　Kyoto　around　which　the　later　developmen，　ts　clustered　but　at　the　same

time　we　c［m　clearly・　Nvitness　that　the　center　of　the　cit’y　moved　west－g．　o－

uthwarcl．　The　present　outline　of　the　urban　area’often　coincides　with

the　isochrononien　and　ends　with　thLa　outskirt　of’the　city　regipn　from

1918亡・193エ．Ky・t・is・f　60u油tL　xi・fz’／lz’・〃・ノ」sta・／if　witli魚v・r・f　the

ancient　capita／，　but　at　the　sa1ne　tirne　a　satellite　city　of　Osaka，　xvhat　is

c乙tlled／eiese／zstad．f．　So　the　study　of　the　formこしtion　of　I（yoto　will　be　of

some　service　to　the　understanding　of　the　loc：　1　cities　of　old　origins．

　　　　　　　　　Social　Structm’e　under　the　Gupta　Dynasty　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I〈．　Sato

　　Under　the　Giipta　dynasty　of　ancient　lndia　the　kinsfolk　was．　classifieai

・not　by　the　criteria　of　clan　（．aotr，z）；　but　by　that　of　the　minor　g！an

cailecl　leu／a．　The　co．ntrol　of　the　1〈insmen　by　the　clan　system　curtailed

before　亡he　growil〕9三しscendenc｝r　of　the　！を2〃揺　and　lef亡　i亡s　slightest　亡r乙tce

upon　the　adoption　of　the　’ifirst　ntune，　the　1［・tgt　reinntxnt　gf　the　old　days．

These　minor　cltms　came　into　being　in．　the　process　of　the　disintegrtxtion

of　the　clan　system　and　comprised　six　generations　of　kinsmen　under　a

patriarch．　rYhe　properties　of　the　fainilies　（liutumba）　involved　in　the

leu　／a　belonged亡。　the　colllnlumit’y　asこし曲ole　I毛ndピhe．pEL亡rlarch　sw乙Lアed

incontrollable　powey　over　lt・Lnds　and　teneinents．　Each　five　of　the　fami－

lies　mt・tde　a　team　work，　had　an　ox　together　with　spaCles．　This　seems　to

have　contributed　t’o　the　control　of　agriculture　and　through　this　system

the　governnient　imposed　t’axes　o1］　the　nieinbers　of　the　tetun．’　These　taxes，

however，　were　not　the　certain　amount　’
奄奄獅垂盾唐?ｄ　’

浮戟jon　the　certain　ainount

of’撃≠?ｇ　byt　fiuctuated　accordihg　to　’the’6rops　of　the　year．　ln　this

respect　this　niethod　of　taxation　；esembled’　that　of　the　contemporary

Sassanides．　But　iD　the　S［uss．rt［i）ides　they　then　inaugurated　a　taxation

refor1n　and　procltti’高?ｄ　a　land　’tax，　certain　in　its　munount　accbrding　to

the　exte1〕t・f　1…d・Rd　th｛・meth・面・s　succeeded　by亡he　l・1・m｛t…u〕d

with　their　invasion　into　lndia　it　’6aine　to　pfevail　there’under　the　Mughttls．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（197）


